
混
成
第
九
旅
団
の
日
清
戦
争
（
４
）

新
出
史
料
の
「
従
軍
日
誌
」
に
基
づ
い
て

原

田

敬

一

は
じ
め
に

混
成
第
九
旅
団
の
戦
争
は
、
平
壌
戦
を
終
え
、
鴨
緑
江
を
渡
り
、
中
国
へ
と
移

っ
て
い
く
。
筆
者
の
部
隊
も
、
鴨
緑
江
渡
河
作
戦
に
参
加
す
る
。
こ
れ
ま
で
も
述

べ
て
き
た
こ
と
だ
が
、
部
隊
の
正
式
な
「
戦
闘
詳
報
」
に
基
づ
き
、
戦
後
に
な
っ

て
参
謀
本
部
編
纂
の
『
日
清
戦
史
』
が
作
成
さ
れ
た
が
、
本
稿
の
検
討
を
続
け
る

本
稿
は
、
新
出
の
史
料
で
あ
る
「
従
軍
日
誌
」
一
編
を
使
用
し
て
、「
日

清
戦
争
」
を
従
軍
者
が
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
か
、
を
追
究
し
た
『
歴
史

学
部
論
集
』
創
刊
号
以
来
掲
載
し
て
き
た
論
考
の
続
き
で
あ
る
。
何
度
も
繰

り
返
す
が
、「
従
軍
日
誌
」
の
著
者
は
、
混
成
第
九
旅
団
野
戦
砲
兵
第
五
聯

隊
第
三
大
隊
第
五
中
隊
に
属
す
る
将
校
で
あ
り
、
一
八
九
四
年
六
月
六
日
か

ら
翌
年
二
月
一
四
日
ま
で
日
記
を
書
き
続
け
た
。
戦
争
が
終
わ
っ
て
後
の
清

書
や
、
整
然
と
整
理
さ
れ
た
刊
行
物
で
は
な
く
、
戦
場
と
い
う
現
場
で
書
い

て
い
た
日
記
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
も
こ
の
執
筆
者
は
、
日
本
の
大
本
営
が
、

日
清
戦
争
開
戦
前
に
、「
居
留
民
保
護
」
を
名
目
に
朝
鮮
に
派
兵
し
た
混
成

第
九
旅
団
の
う
ち
、
最
初
に
派
遣
さ
れ
た
部
隊
の
一
員
で
あ
っ
た
と
い
う
特

色
が
あ
る
。
参
謀
本
部
が
編
纂
し
、
刊
行
し
た
『
日
清
戦
史
』
全
八
巻
に
は
、

中
塚
明
氏
や
一
ノ
瀬
俊
也
氏
な
ど
に
よ
り
遺
漏
や
改
ざ
ん
の
跡
が
い
く
つ
か

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
も
、「
従
軍
日
誌
」
と
い
う
軍
人
自
身
の
記

述
に
よ
り
再
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
歴
史
学
部
論
集
』
創
刊
号
に
六

月
六
日
か
ら
七
月
二
六
日
ま
で
、
同
第
２
号
に
七
月
二
七
日
か
ら
九
月
一
四

日
（
平
壌
総
攻
撃
前
日
）
ま
で
、
第
３
号
に
九
月
一
五
日
（
平
壌
総
攻
撃

日
）
か
ら
一
〇
月
二
三
日
ま
で
掲
載
し
た
。
本
号
は
、
鴨
緑
江
渡
河
戦
に
む

か
う
一
〇
月
二
四
日
か
ら
、
鴨
緑
江
渡
河
戦
、
九
連
城
攻
略
戦
を
経
て
、
冬

期
の
鳳
凰
城
守
備
戦
に
な
る
。

以
後
は
次
号
と
な
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

日
清
戦
争
、
従
軍
日
記
、
混
成
第
九
旅
団
、
砲
兵
、
将
校

〔
抄

録
〕

一
〇
三

佛
教
大
学

歴
史
学
部
論
集

第
四
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）



中
で
、
筆
者
の
「
従
軍
日
誌
」
に
は
『
日
清
戦
史
』
と
異
な
る
記
述
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
本
稿
の
叙
述
は
複
雑
に
な
っ
た
が

お
許
し
願
い
た
い
。
二
つ
の
史
料
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
行
論
の
中
逐
一
指
摘
し

て
、
そ
の
理
由
な
ど
を
最
後
に
考
え
て
み
た
い
。

一

「
鴨
緑
江
畔
ノ
戦
闘
」

（
１
）
行
軍
の
困
難

一
〇
月
二
二
日
の
山
縣
第
一
軍
司
令
官
の
命
令
、
鴨
緑
江
渡
河
を
め
ざ
し
、
二

四
日
ま
で
に
義
州
（
鴨
緑
江
左
岸
）
に
集
合
せ
よ
、
に
従
っ
て
、
第
三
・
第
五
師

団
・
混
成
第
六
旅
団
は
、
続
々
と
義
州
め
ざ
し
て
行
軍
を
続
け
た
。
第
五
師
団
は
、

混
成
第
一
〇
旅
団
（
旅
団
長：

立
見
尚
文
少
将
）
を
二
二
日
軍
司
令
官
命
令
の
前

に
先
遣
さ
せ
、
第
一
梯
隊
は
一
〇
日
、
第
二
梯
隊
は
一
七
日
に
鴨
緑
江
左
岸
の
義

州
に
到
着
し
た
（『
日
清
戦
史
』
第
二
巻
二
二
八
頁
）。『
日
清
戦
史
』
は
「
義
州

ニ
到
著
シ
」
と
あ
る
の
み
な
の
で
、
清
国
軍
は
退
却
し
た
後
で
、
戦
闘
は
な
か
っ

た
よ
う
だ
。
立
見
旅
団
は
、
た
だ
ち
に
「
渡
河
ノ
準
備
」（
同
）
を
開
始
し
た
。

筆
者
の
野
戦
砲
兵
第
五
聯
隊
第
三
大
隊
は
、
混
成
第
九
旅
団
（
旅
団
長：

大
島
義

昌
少
将
）
に
編
成
さ
れ
、
一
〇
月
二
四
日
（
水
曜
）
に
は
第
二
行
進
団
隊
と
し
て

進
ん
で
い
っ
た
。
明
け
方
の
五
時
か
ら
夕
闇
と
な
っ
た
午
後
六
時
ま
で
一
三
時
間

の
行
軍
で
あ
り
、
山
路
で
も
あ
っ
た
た
め
、
困
難
な
行
軍
と
な
っ
た
。

十
月
廿
四
日

晴
天

午
前
五
時
義
州
ニ
向
テ
前
進
、
午
後
六
時
着
、
此
日
ハ
里
程
遠
ク
且
ツ
山
路

ノ
ミ
ニ
シ
テ
行
進
頗
ル
困
難
、
義
州
ノ
西
北
方
ニ
テ
舎
営
ヲ
ナ
ス
╱
此
時
敵

ハ
既
ニ
我
ニ
向
テ
時
々
発
砲
セ
リ

第
一
軍
司
令
部
の
計
画
で
は
、
鴨
緑
江
を
安
東
県
（
右
岸
の
都
市
）
付
近
で
わ

た
り
、
そ
の
北
方
九
キ
ロ
に
あ
る
軍
事
拠
点
・
九
連
城
の
退
路
を
断
つ
と
い
う
も

の
だ
っ
た
が
、
安
東
県
付
近
で
は
鴨
緑
江
が
幅
広
で
沼
沢
も
多
く
、
渡
河
し
に
く

い
こ
と
が
判
明
し
、
九
連
城
と
鴨
緑
江
を
挟
ん
で
東
西
関
係
に
あ
る
義
州
付
近
で

渡
河
す
る
作
戦
に
変
更
す
る
。
歩
兵
二
箇
大
隊
と
野
砲
一
小
隊
か
ら
な
る
小
部
隊

（
佐
藤
支
隊
）
を
義
州
北
方
一
三
キ
ロ
の
水
口
鎮
（
徒
渉
が
可
能
）
か
ら
渡
河
さ

せ
る
陽
動
作
戦
も
合
わ
せ
て
企
図
さ
れ
た
。
二
四
日
筆
者
の
野
砲
大
隊
を
含
む
第

五
師
団
の
ほ
と
ん
ど
が
二
四
日
夜
ま
で
に
義
州
に
着
い
た
際
（
二
九
三
頁
）、
清

国
軍
の
発
砲
が
時
々
あ
っ
た
、
と
い
う
日
記
の
記
述
は
、
義
州
が
九
連
城
か
ら
七

キ
ロ
し
か
離
れ
て
い
な
い
た
め
、
動
静
が
清
国
軍
に
わ
か
っ
て
い
た
た
め
と
思
わ

れ
る
。
予
備
砲
廠
（
臼
砲
一
二
門
、
野
砲
六
門
）
も
同
日
到
着
し
た
（
同
）。
清

国
軍
は
、
九
連
城
、
安
東
県
の
ほ
か
、
鴨
緑
江
中
洲
に
あ
る
虎
山
に
前
進
哨
を
設

け
て
対
戦
準
備
を
進
め
た
（
同
）。

（
２
）渡
河
の
困
難

第
１
図
に
あ
る
よ
う
に
、
義
州
か
ら
九
連
城
へ
進
む
に
は
、
ま
ず
鴨
緑
江
を
渡

河
し
、
中
洲
を
進
ん
で
、
つ
い
で
靉
河
を
渡
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
靉
河
は
徒
渉
で

き
る
が
、
鴨
緑
江
は
水
口
鎮
よ
り
下
流
で
は
徒
歩
で
渡
れ
る
地
点
は
な
く
、
水
深

も
二
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
っ
た
。
中
洲
は
砂
州
で
、
高
粱
畑
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た

が
、
一
〇
月
下
旬
の
こ
の
時
期
に
は
収
穫
さ
れ
て
い
て
、「
展
望
ヲ
妨
ケ
サ
リ
キ
」

（
二
九
四
頁
）
と
困
難
が
予
想
さ
れ
る
渡
河
作
戦
だ
っ
た
。「
日
記
」
に
見
ら
れ
る

「
乕
山
」
は
虎
山
の
こ
と
で
あ
る
。
九
連
城
は
、
北
方
一
・
五
キ
ロ
の
高
地
か
ら

一
〇
四

混
成
第
九
旅
団
の
日
清
戦
争
（
４
）（
原
田
敬
一
）



続
く
山
並
み
を
利
用
し
、
四
個
の
砲
台
が
建

設
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
九
連
城
ま
で
三
キ
ロ
に

は
連
系
堡
が
続
き
、
所
々
に
砲
台
も
あ
っ
た
。

九
連
城
後
方
の
高
地
に
も
数
個
の
砲
台
が
睨

み
を
利
か
せ
て
い
た
。
南
方
の
安
東
県
で
も
、

二
キ
ロ
に
渡
る
堡
塁
と
砲
台
が
建
設
さ
れ
て

い
た
。
た
だ
、
情
報
で
は
、
こ
れ
ら
の
工
事

は
数
週
間
前
に
始
め
ら
れ
、
多
く
は
「
未
タ

完
結
ニ
至
ラ
ス
」（
二
九
五
頁
）
と
い
う
未

完
成
の
状
態
だ
っ
た
。
清
国
軍
の
前
衛
哨
が

設
け
ら
れ
た
虎
山
は
、
九
連
城
か
ら
東
北
四

キ
ロ
の
高
地
に
あ
り
、
孤
立
し
て
い
た
。
こ

う
偵
察
し
た
第
一
軍
司
令
部
は
、
虎
山
を
ま

ず
攻
略
、
そ
こ
を
拠
点
に
し
て
九
連
城
を
攻

撃
、
と
作
戦
計
画
を
立
て
る
。
鴨
緑
江
を
渡

河
す
る
に
は
架
橋
（
舟
を
つ
な
い
で
仮
橋
に

す
る
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
護
衛
砲

兵
隊
と
し
て
筆
者
の
部
隊
は
位
置
づ
け
ら
れ

た
。渡

河
作
戦
の
難
問
は
、
こ
の
架
橋
作
業
だ

っ
た
。
作
業
は
二
四
日
夜
中
に
完
成
さ
せ
よ
、

と
い
う
軍
司
令
官
命
令
が
下
り
（
三
〇
三

頁
）、
二
個
の
軍
橋
を
架
け
る
作
業
に
か
か

第１図 虎山付近図（『日清戦史』第二巻挿図第三)

一
〇
五
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っ
た
が
、
最
初
に
架
橋
材
料
で
つ
ま
ず
い
た
。
現
場
に
は
、
二
五
橋
節
分
の
鉄
舟

（
第
三
師
団
大
小
架
橋
縦
列
の
分
）
と
ベ
ル
ギ
ー
式
架
柱
（
工
兵
第
五
大
隊
の
分
）

が
集
め
ら
れ
た
。
工
兵
第
五
大
隊
が
集
め
た
近
隣
の
荷
物
船
と
朝
鮮
丸
木
舟
計
二
、

三
艘
や
急
造
舟
は
、
掩
護
隊
の
事
前
渡
河
に
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
三
〇
三

頁
）。
第
一
軍
司
令
官
が
発
し
た
二
四
日
午
後
六
時
の
命
令
は
、「
架
橋
隊
ハ
明
二

十
五
日
午
前
四
時
迄
ニ
義
州
府
西
北
方
ニ
於
テ
鴨
緑
江
ニ
架
橋
ヲ
完
成
ス
ヘ
シ
」

（
三
〇
七
〜
八
頁
）
と
あ
っ
た
。
実
際
の
架
橋
作
業
は
、
第
三
師
団
の
工
兵
第
三

大
隊
が
担
当
し
、
鴨
緑
江
に
架
け
る
第
一
軍
橋
は
、
架
柱
四
本
の
全
長
二
〇
メ
ー

ト
ル
で
、
午
後
六
時
か
ら
始
め
た
作
業
も
七
時
に
終
わ
り
、
一
時
間
で
完
成
し
た
。

工
兵
第
三
大
隊
第
二
中
隊
と
工
兵
第
五
大
隊
第
二
中
隊
の
協
力
で
始
ま
っ
た
第
二

軍
橋
は
午
後
八
時
半
に
作
業
が
始
ま
っ
た
も
の
の
、
難
航
し
た
。
幅
が
広
い
の
で

鉄
舟
を
連
結
さ
せ
て
仮
橋
を
造
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
に
、
持
参
し
た
鉄
舟
が
ゆ
が

ん
で
い
て
二
五
橋
分
の
う
ち
一
〇
橋
分
が
使
い
物
に
な
ら
ず
、
急
造
の
木
造
船
五

隻
を
代
用
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
上
に
、「
寒
気
既
ニ
甚
シ
ク
手
足
凍
痿

シ
（
中
略
）
作
業
意
ノ
如
ク
ナ
ラ
ス
」（
三
一
三
頁
）
と
い
う
状
態
だ
っ
た
。
こ

の
引
用
史
料
中
の
（
中
略
）
は
二
行
割
り
の
注
記
で
、
作
業
に
当
た
っ
た
工
兵
は
、

腰
や
胸
ま
で
水
に
入
っ
て
操
作
し
た
、
と
記
し
て
い
る
。
結
局
、
全
長
一
九
三
メ

ー
ト
ル
の
架
橋
作
業
が
終
わ
っ
た
の
は
二
五
日
午
前
六
時
だ
っ
た
（
同
）。
こ
の

間
「
暁
霧
深
ク
鎖
シ
テ
我
行
動
ヲ
掩
蔽
セ
リ
」（
三
一
五
頁
）
と
天
候
の
掩
護
も

あ
っ
た
。
架
橋
が
終
わ
る
ま
で
続
々
と
第
五
師
団
や
立
見
旅
団
の
部
隊
が
渡
河
地

点
に
進
出
し
て
お
り
（
同
）、
完
成
と
ほ
ぼ
同
時
に
渡
河
し
た
歩
兵
第
六
聯
隊
第

三
大
隊
が
渡
り
終
わ
っ
た
の
は
六
時
四
〇
分
。
次
い
で
野
砲
第
三
聯
隊
第
一
大
隊

が
渡
河
し
始
め
た
。
筆
者
が
、「
午
前
二
時
十
五
分
ヨ
リ
開
戦
」
し
、
午
前
四
時

に
は
前
衛
硝
を
占
領
し
た
、
と
記
録
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
戦
史
記
述
と
整
合
し

な
い
。

（
３
）
虎
山
の
攻
略

第
三
師
団
に
属
す
る
歩
兵
第
六
聯
隊
の
二
箇
大
隊
（
第
一
・
第
二
）
は
、
二
四

日
午
後
一
一
時
半
か
ら
虎
山
北
方
の
鴨
緑
江
を
五
、
六
〇
人
乗
り
船
三
隻
で
渡
河

し
、
虎
山
東
方
二
キ
ロ
の
地
点
に
進
出
し
て
い
た
。
ま
ず
第
一
大
隊
が
進
出
し
て

展
開
し
、
第
二
大
隊
の
渡
河
が
終
わ
っ
た
の
は
二
五
日
午
後
五
時
半
頃
だ
っ
た

（
三
一
六
頁
）。
第
一
大
隊
の
進
出
・
展
開
が
、
筆
者
の
言
う
「
午
前
二
時
十
五
分

ヨ
リ
開
戦
、
四
時
頃
（
中
略
）
占
領
」
に
あ
た
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
だ
と

す
る
と
、
こ
の
戦
闘
記
述
部
分
は
、
戦
闘
終
了
後
に
書
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。
歩

兵
第
六
聯
隊
の
二
箇
大
隊
は
、
進
出
後
午
前
六
時
四
〇
分
に
は
、
虎
山
北
方
六
、

七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
射
撃
線
を
し
い
た
（
三
一
七
頁
）。
六
時
二
〇
分
に

は
、
予
備
砲
廠
の
野
砲
六
門
が
虎
山
鞍
部
の
砲
台
を
め
が
け
て
砲
撃
を
開
始
す
る
。

虎
山
の
清
国
軍
と
進
出
し
た
第
一
軍
と
の
間
で
射
撃
戦
が
始
ま
っ
た
の
は
、
午
前

六
時
五
〇
分
頃
（
同
）。
七
時
七
分
に
は
、
清
国
軍
の
速
射
砲
二
門
も
、
虎
山
の

鞍
部
に
進
出
し
、
歩
兵
第
一
大
隊
を
砲
撃
し
始
め
る
。
一
〇
分
後
の
一
七
分
に
は
、

野
砲
第
三
聯
隊
第
一
中
隊
も
第
二
軍
橋
を
渡
り
、
中
の
島
に
進
出
し
て
き
た
の
で
、

速
射
砲
に
反
撃
し
始
め
た
。
次
第
に
第
一
軍
は
虎
山
に
近
づ
き
、
午
前
八
時
に
は

虎
山
鞍
部
に
突
貫
攻
撃
の
上
、
占
領
す
る
（
三
二
一
頁
）。
午
前
八
時
四
〇
分
に

は
、
虎
山
の
守
備
軍
と
、
九
連
城
か
ら
靉
河
右
岸
に
進
出
し
て
き
た
清
国
軍
の
二

部
隊
（
野
砲
四
門
を
持
つ
約
三
千
の
銘
字
軍
と
、
約
五
、
六
千
の
総
兵
馬
玉
崑
・

宋
得
勝
の
軍
）
に
対
し
、
左
岸
に
は
第
三
師
団
、
第
三
師
団
の
南
方
に
は
立
見
旅

一
〇
六
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団
が
対
峙
す
る
と
い
う
状
況
と
な
っ
た
。
午
前
八
時
五
三
分
に
は
、
歩
兵
第
一
二

聯
隊
の
第
一
〇
中
隊
が
虎
山
を
占
領
し
、
進
出
し
て
き
た
第
一
一
中
隊
と
守
備
線

を
形
成
す
る
。

両
軍
は
、
靉
河
を
急
い
で
渡
河
し
、
敵
軍
を
包
囲
す
る
作
戦
を
と
り
、
砲
撃
・

射
撃
が
激
し
さ
を
増
し
て
い
っ
た
。
特
に
歩
兵
第
六
聯
隊
の
正
面
に
い
る
清
国
軍

は
「
頑
強
ニ
抵
抗
シ
毫
モ
退
却
ス
ル
ノ
色
ナ
カ
リ
キ
」（
三
三
一
頁
）
で
、
午
前

九
時
半
、
第
六
聯
隊
は
「
突
貫
」
で
突
破
し
よ
う
と
し
た
が
（
同
）、「
激
烈
ナ
ル

射
撃
」
で
突
破
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
も
「
突
貫
」
は
続
け
ら
れ
、
計
四
回
の

実
施
で
午
前
九
時
四
五
分
頃
「
遂
ニ
前
面
ノ
敵
ヲ
駆
逐
セ
リ
」（
三
三
二
頁
）。
傾

斜
地
を
走
っ
た
た
め
「
隊
伍
錯
乱
シ
多
数
ノ
死
傷
ヲ
生
セ
リ
」（
同
）。
突
貫
し
た

第
六
聯
隊
第
一
大
隊
は
将
校
一
名
、
下
士
卒
一
三
名
が
戦
死
、
将
校
三
名
、
下
士

卒
二
六
名
が
負
傷
。
同
第
三
大
隊
は
、
下
士
卒
八
名
が
戦
死
、
同
二
七
名
が
負
傷

と
な
っ
た
（『
日
清
戦
史
』
第
三
巻
、「
附
録
第
三
十

明
治
二
十
七
年
十
月
二
十

五
日

虎
山
附
近
戦
闘
第
一
軍
死
傷
表
」）。
戦
死
将
校
は
第
三
中
隊
長
、
負
傷
将

校
は
第
一
大
隊
副
官
、
二
人
の
小
隊
長
で
、
副
官
以
外
の
三
名
は
確
か
に
「
突

貫
」
の
結
果
だ
ろ
う
。
中
隊
長
・
小
隊
長
・
分
隊
長
（
下
士
官
）
が
「
突
貫
」
を

含
む
白
兵
戦
で
は
先
頭
に
立
つ
た
め
死
傷
が
増
加
す
る
。
こ
の
こ
と
は
日
露
戦
争

で
、
下
級
指
揮
官
の
不
足
と
い
う
事
態
と
な
っ
て
、
日
本
軍
の
戦
闘
能
力
を
著
し

く
落
と
す
こ
と
に
な
る
。

筆
者
が
「
午
後
二
時
頃
迄
ハ
銃
声
熾
ン
ナ
リ
シ
ガ
三
時
頃
ヨ
リ
止
ム
」
と
記
し

て
い
る
よ
う
に
、
午
後
三
時
過
ぎ
に
は
靉
河
両
岸
を
第
一
軍
が
占
領
し
終
え
た

（
三
三
七
頁
）。
午
前
一
一
時
第
一
軍
司
令
部
は
虎
山
北
方
鞍
部
に
、
午
後
三
時
に

は
第
九
旅
団
司
令
部
が
虎
山
東
麓
に
前
進
し
た
（
三
四
〇
〜
三
四
一
頁
）。
午
後

三
時
半
、
第
三
師
団
は
虎
山
西
北
四
キ
ロ
の
楡
樹
溝
付
近
、
第
五
師
団
は
そ
の
南

方
と
虎
山
付
近
、
第
一
軍
司
令
部
は
虎
山
と
、
こ
の
夜
の
露
営
地
が
指
示
さ
れ
た

（
三
四
一
頁
）。
筆
者
の
居
る
野
砲
第
五
聯
隊
第
三
大
隊
は
、
架
橋
護
衛
隊
の
役
割

を
終
え
た
後
、「
義
州
ニ
在
リ
、
夜
半
虎
山
ニ
到
ル
」（
三
四
二
頁
）
と
な
っ
た
。

こ
の
日
の
激
戦
に
は
参
加
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
こ
の
日
の
記
事
は
傍
観
者
的

な
記
述
と
な
っ
て
い
る
。

清
国
軍
が
午
後
六
時
か
ら
暗
夜
に
も
か
か
わ
ら
ず
砲
撃
を
続
け
た
の
は
、
訳
が

あ
っ
た
。
第
一
軍
は
渡
河
の
際
、
水
濡
れ
し
た
者
が
多
く
、
そ
れ
を
乾
か
す
た
め

に
軍
司
令
部
は
火
を
た
く
こ
と
を
特
別
に
許
可
し
た
。
乾
か
さ
な
け
れ
ば
凍
死
も

考
え
ら
れ
た
。
そ
れ
を
目
標
に
二
キ
ロ
程
離
れ
た
九
連
城
北
方
高
地
の
砲
兵
が
撃

っ
て
い
た
。「
暗
夜
ノ
砲
撃
其
効
ナ
シ
」
で
は
な
く
、「
午
後
八
時
頃
砲
弾
一
発
歩

兵
第
十
一
聯
隊
第
八
中
隊
ノ
露
営
地
ニ
落
下
シ
将
校
二
名
兵
卒
二
名
負
傷
セ
リ
」

（
三
四
四
頁
）
だ
っ
た
。

十
月
廿
五
日

晴
天

命
令
左
ノ
如
シ

敵
ハ
鴨
緑
江
ノ
上
流
ヨ
リ
乕
山
前
衛
哨
ヲ
設
ケ
九
連
城
ヨ
リ
遠
ク
安
東
県
ニ

至
ル
間
大
ナ
ル
工
事
ヲ
成
シ
ツ
ヽ
ア
リ
╱
軍
ハ
午
前
二
時
ヨ
リ
乕
山
方
向
ノ

敵
ニ
向
テ
攻
撃
ヲ
ナ
ス
、
軍
隊
区
分
左
ノ
如
シ

前
衛

司
令
官

立
見
少
将

歩
兵
第
二
十
二
聯
隊

騎
兵
第
一
大
隊

騎
兵
第
五
大
隊

中
原
枝
隊

司
令
官

中
原
歩
兵
少
佐

歩
兵
第
十
一
聯
隊
第
二
大
隊

騎
兵
一
小
隊

本
隊

司
令
官

野
津
中
将

一
〇
七

佛
教
大
学

歴
史
学
部
論
集
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〇
一
四
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自
余
ノ
部
隊
ハ
皆
之
レ
ニ
属
ス

我
砲
兵
大
隊
ハ
軍
橋
（
軍
、
抹
消
）
護
衛
隊
ニ
属
ス

午
前
二
時
十
五
分
ヨ
リ
開
戦
、
四
時
頃
我
第
三
師
団
ハ
山
砲
二
門
ト
敵
塁
一

ヶ
所
ヲ
占
領
セ
リ

前
衛
ハ
前
進
シ
乕
山
ニ
向
フ

午
後
二
時
頃
迄
ハ
銃
声
熾
ン
ナ
リ
シ
ガ
三
時
頃
ヨ
リ
止
ム
╱
午
後
六
時
ヨ
リ

亦
頻
リ
ニ
砲
声
セ
リ
ト
雖
モ
暗
夜
ノ
砲
撃
其
効
ナ
シ
、
午
後
十
時
砲
声
止
ム
、

其
レ
何
ノ
意
タ
ル
ヲ
解
セ
ズ
ト
雖
モ
必
ス
怯
懦
漢
ノ
逃
策
ナ
ラ
ン
ト
語
リ
シ

モ
ノ
ア
リ
シ
ガ
果
セ
ル
哉
、
翌
日
ニ
至
リ
テ
之
レ
ヲ
知
ル
ニ
至
ル

此
日
午
前
四
時
ヨ
リ
我
野
砲
六
門
臼
砲
二
門
ハ
熾
ン
ニ
敵
ニ
向
テ
発
射
シ
タ

リ
╱
午
後
九
時
四
十
五
分
我
前
衛
ハ
乕
山
ヲ
占
領
セ
リ
╱
午
後
十
一
時
ヨ
リ

前
進
シ
テ
乕
山
に
向
フ

（
４
）
九
連
城
の
攻
略

第
一
軍
司
令
部
は
九
連
城
を
攻
略
す
る
こ
と
を
決
め
、
二
五
日
午
後
四
時
各
師

団
・
支
隊
に
攻
撃
命
令
を
出
し
た
（
三
四
四
〜
五
頁
）。
次
い
で
、
各
師
団
は
そ

れ
ぞ
れ
傘
下
部
隊
に
行
動
命
令
を
発
す
る
。
筆
者
が
二
五
日
午
後
一
一
時
二
〇
分

受
領
し
た
と
記
録
し
て
い
る
の
が
そ
の
命
令
で
あ
る
。
た
だ
誤
記
が
あ
る
。『
日

清
戦
史
』
は
次
の
よ
う
に
第
五
師
団
命
令
を
記
し
て
い
る
。

歩
兵
第
二
十
一
聯
隊
（
一
大
隊
欠
）
騎
兵
大
隊
（
割
り
注：

第
一
中
隊
ノ
半

小
隊
及
第
二
中
隊
ノ
二
小
隊
欠
）
砲
兵
第
三
大
隊
、
衛
生
隊
及
臼
砲
六
門
ハ

武
田
中
佐
之
ヲ
指
揮
シ
四
時
半
虎
山
ヲ
出
発
シ
梨
子
園
（
割
り
注：

楡
樹
溝

ナ
ラ
ン
）
ニ
到
ル
ヘ
シ
（
三
四
七
頁
）。

筆
者
の
所
属
す
る
部
隊
名
を
間
違
い
、
騎
兵
大
隊
の
存
在
を
忘
れ
て
い
る
。
こ

こ
か
ら
も
、
こ
の
「
日
誌
」
が
従
軍
中
に
書
か
れ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
と
言

え
る
。

九
連
城
攻
略
作
戦
の
一
〇
月
二
六
日
（
金
曜
）
は
「
寒
冷
甚
敷
」
か
っ
た
。
各

部
隊
は
夜
明
け
前
に
露
営
地
を
出
発
し
、
九
連
城
に
向
か
っ
た
。
筆
者
の
砲
兵
大

隊
も
夜
食
を
終
え
、
午
前
三
時
よ
り
前
に
出
発
し
て
、
虎
山
西
北
方
三
キ
ロ
の
楡

樹
溝
（
命
令
で
は
「
梨
子
園
」
と
述
べ
て
い
る
場
所
）
に
午
前
三
時
に
到
着
し
て

い
る
。
距
離
は
短
い
が
、
靉
河
の
支
流
と
本
流
二
つ
を
渡
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
夜
間

作
業
と
な
り
、
一
入
苦
労
だ
っ
た
。『
日
清
戦
史
』
の
記
録
し
て
い
る
第
五
師
団

命
令
が
事
実
だ
と
す
る
と
、
四
時
半
の
出
発
は
ま
ず
騎
兵
大
隊
で
、
次
い
で
歩
兵

の
二
箇
大
隊
と
な
り
、
最
後
に
砲
兵
大
隊
や
衛
生
隊
だ
か
ら
、
そ
の
出
発
は
午
前

六
時
前
後
と
な
り
、
夜
明
け
に
近
く
な
る
。
そ
の
ほ
う
が
合
理
的
だ
と
思
わ
れ
る

が
、
筆
者
の
「
四
時
三
十
分
迄
ニ
至
ル
可
シ
」
と
の
師
団
命
令
に
基
づ
き
早
々
と

出
発
し
て
「
午
前
三
時
」
に
は
目
的
地
梨
子
園
に
着
い
た
、
と
い
う
の
を
一
応
信

じ
て
お
く
。
行
軍
を
続
け
、
昼
食
を
と
っ
て
い
た
時
、「
敵
ハ
鳳
凰
城
ヘ
退
却
セ

シ
者
ノ
如
シ
」
と
の
情
報
が
届
い
た
。
第
五
師
団
の
歩
兵
第
一
一
聯
隊
が
前
衛
と

な
っ
て
、
午
前
六
時
前
に
九
連
城
北
方
の
連
系
堡
か
ら
五
、
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

地
点
に
進
出
し
た
と
こ
ろ
、
人
気
が
せ
ず
、
午
前
七
時
一
五
分
北
方
連
系
堡
を
占

領
し
た
（
三
四
八
頁
）。
そ
の
後
、
清
国
軍
は
安
東
県
・
鳳
凰
城
方
面
に
退
却
し

た
と
知
る
（
三
四
九
頁
）。
午
前
九
時
に
は
、
第
一
軍
司
令
部
・
第
五
師
団
司
令

部
も
九
連
城
に
進
出
す
る
。
筆
者
の
所
属
す
る
武
田
支
隊
は
、
筆
者
の
記
録
す
る

と
お
り
、
九
連
城
へ
戻
る
こ
と
に
な
り
、
午
後
三
時
九
連
城
西
方
の
堡
塁
に
入
っ

た
。『
日
清
戦
史
』
で
は
、
武
田
支
隊
は
「
七
時
出
発
」「
十
一
時
頃
」
に
九
連
城

一
〇
八

混
成
第
九
旅
団
の
日
清
戦
争
（
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西
方
約
四
キ
ロ
の
転
山
子
付
近
に
到
着
し
た
と
な
っ
て
い
る
（
三
五
〇
頁
）。
こ

の
あ
っ
け
な
い
九
連
城
陥
落
は
、「
虎
山
附
近
ノ
敗
戦
ニ
忽
チ
全
軍
ノ
志
気
ヲ
沮

喪
シ
此
堅
固
ナ
ル
陣
地
竝
ニ
夥
多
ノ
火
砲
、
小
銃
及
弾
薬
ヲ
棄
テ
ヽ
退
却
ス
ル
ニ

至
レ
リ
」（
三
五
六
頁
）
と
『
日
清
戦
史
』
は
推
測
し
て
い
る
が
、
よ
り
清
国
領

に
引
き
込
ん
で
、
冬
の
難
戦
に
持
ち
込
む
作
戦
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
第
三

師
団
が
こ
の
後
進
出
占
領
す
る
海
城
を
め
ぐ
る
冬
期
攻
防
戦
の
激
し
さ
を
考
え
る

と
、
そ
の
推
測
も
あ
な
が
ち
外
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

九
連
城
を
無
血
占
領
し
た
第
一
軍
司
令
部
は
、
歩
兵
第
一
一
聯
隊
第
二
大
隊
を
、

安
東
県
を
経
て
靉
河
右
岸
の
河
口
に
あ
る
大
東
溝
に
進
出
さ
せ
、
そ
の
付
近
海
上

に
進
ん
で
い
る
は
ず
の
海
軍
に
、「
鴨
緑
江
ノ
戦
勝
」
を
知
ら
せ
よ
、
と
命
じ
た

（
三
四
九
頁
）。
こ
れ
は
一
〇
月
二
四
日
に
旅
順
半
島
の
花
園
口
に
上
陸
し
た
第
二

軍
と
の
連
絡
も
、
海
軍
を
通
じ
て
行
え
る
方
法
だ
っ
た
（
三
五
〇
頁
）。

い
ず
れ
に
し
ろ
「
鴨
緑
江
畔
ノ
戦
闘
」
は
終
わ
っ
た
。『
日
清
戦
史
』
は
、
清

国
軍
の
戦
死
者
約
五
二
〇
名
（
日
本
軍
が
収
拾
し
た
者
）、
日
本
軍
の
死
傷
者
一

四
九
名
、
費
消
し
た
砲
弾
四
九
三
発
、
銃
弾
九
万
九
九
五
〇
発
、
戦
利
品
の
砲
七

八
門
、
小
銃
約
四
四
〇
〇
挺
、
俘
虜
一
五
名
の
下
士
卒
、
と
記
録
し
て
い
る
（
三

五
六
〜
七
頁
）。
こ
れ
ら
の
報
告
に
対
し
、
一
一
月
一
一
日
「
朕
深
ク
之
ヲ
嘉
尚

ス
、
時
方
ニ
冱
寒
ニ
向
フ
、
汝
等
夫
レ
各

自
愛
シ
テ
将
来
ノ
成
功
ヲ
期
セ
ヨ
」

と
い
う
勅
語
が
発
せ
ら
れ
た
（
三
五
七
頁
）。

十
月
廿
六
日

晴
天

此
日
寒
冷
甚
敷
殊
ニ
昨
夜
来
前
進
シ
テ
彼
有
名
ナ
ル
鴨
緑
江
ノ
岸
辺
ニ
在
リ
、

時
余
一
層
ノ
寒
気
ヲ
感
セ
リ
、
昨
夜
十
一
時
二
十
分
命
令
ヲ
得
タ
リ
、
其
要

領
左
ノ
如
シ

軍
ハ
明
日
九
連
城
ニ
前
進
シ
梨
子
園
ヨ
リ
愛ママ
河
ニ
沿
ヒ
青
溝
子
嶺
ヨ
リ
通
之

溝
ヲ
コ
エ
テ
九
連
城
ニ
前
進
、
前
衛
ハ
明
日
午
前
六
時
迄
ニ
九
連
城
ニ
対
ス

ル
高
地
ヲ
占
領
ス
ル
筈

本
隊
ノ
内
歩
兵
第
二
十
一
聯
隊
砲
兵
第マ
二マ
大
隊
衛
生
隊
臼
砲
六
門
ハ
武
田
中

佐
之
レ
ヲ
指
揮
シ
乕
山
ヲ
発
シ
梨
子
園
ヘ
午
前
四
時
三
十
分
迄
ニ
至
ル
可
シ

右
ノ
命
令
ニ
対
シ
食
事
ヲ
調
ヘ
午
前
三
時
梨
子
園
ニ
至
ル
時
シ
モ
寒
気
甚
シ

キ
カ
為
メ
我
指
揮
官
ハ
前
衛
ヲ
シ
テ
焚
火
ヲ
許
可
シ
タ
ル
ヨ
リ
所
々
ニ
火
ヲ

点
シ
併
モ
大
軍
ノ
兵
士
来
ル
ノ
状
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
各
所
数
百
ヶ
所
ニ
点
火
シ

タ
リ

乕
山
ヨ
リ
梨
子
園
近
傍
ハ
敵
ノ
死
体
数
百
ア
リ
テ
我
砲
兵
ハ
歩
兵
第
二
十
一

聯
隊
ノ
掩
護
ヲ
受
ケ
前
進
ス
、
九
連
城
ハ
既
ニ
敵
ヲ
追
撃
シ
タ
ル
后
ナ
レ
ハ

第
三
師
団
之
レ
ヲ
追
撃
シ
我
師
団
ハ
愛
河
ヲ
左
岸
九
連
城
ニ
対
ス
ル
高
地
ニ

集
合
シ
一
時
休
憩
ト
テ
亦
前
進
ヲ
始
メ
タ
リ
、
此
地
ニ
来
ル
愛
河
ハ
二
ケ
ノ

支
流
ア
リ
テ
其
巾
約
五
十
間
深
サ
大
腿
ニ
及
ブ
。
此
河
中
ニ
敵
ノ
死
体
数
百

ア
リ
テ
我
人
馬
其
上
ヲ
歩
ス
ル
ニ
至
ル

此
時
ノ
寒
冷
ハ
甚
シ
ク
身
ニ
迫
ル
モ
敵
兵
追
撃
ノ
際
ナ
レ
ハ
躊
躇
セ
ズ
河
中

ニ
飛
入
リ
渡
リ
タ
ル
其
勇
気
ハ
幾
十
万
ノ
敵
モ
抗
シ
難
カ
ル
可
シ

此
高
地
ヨ
リ
九
連
城
ノ
背
面
ニ
至
ル
山
路
ヲ
前
進
中
敵
幕
営
シ
タ
ル
跡
数
ヶ

所
ア
リ
シ
、
直
行
二
里
余
ニ
シ
テ
休
憩
ヲ
成
セ
リ
、
時
ニ
午
前
十
一
時

午
前
十
一
時
五
十
分
亦
前
進
ヲ
起
シ
約
半
里
ヲ
進
ミ
路
傍
ニ
テ
午
食
ヲ
喫
シ

終
リ
シ
ガ
敵
ハ
鳳
凰
城
ヘ
退
却
セ
シ
者
ノ
如
シ
、
第
三
師
団
ハ
之
ヲ
追
撃
ス
、

依
而
我
本
隊
ハ
九
連
城
ヘ
帰
ル
可
シ
ト
ノ
命
ア
リ
、
午
后
三
時
九
連
城
ニ
帰

リ
其
西
端
ノ
堡
塁
中
ニ
入
ル

一
〇
九
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此
日
愛
河
ノ
支
流
二
ヶ
所
ヲ
渡
リ
シ
ニ
深
サ
大
腿
ニ
及
ブ
、
然
ル
ニ
前
営
ノ

第
三
師
団
前
進
ノ
際
ハ
水
浅
ク
短
靴
中
ニ
達
ス
ト
云
、
其
奇
ナ
ル
原
因
不
明
。

二

新
た
な
る
作
戦
｜
山
縣
有
朋
第
一
軍
司
令
官
の
野
望
｜

（
１
）
大
本
営
訓
令
の
再
解
釈

一
〇
月
二
七
日
は
土
曜
日
で
も
あ
り
、「
兵
力
休
養
」
が
命
ぜ
ら
れ
た
。
一
〇

月
八
日
大
本
営
が
第
一
軍
司
令
部
に
与
え
た
訓
令
は
、「
第
一
軍
ノ
任
務
ハ
其
前

面
ノ
敵
ヲ
牽
制
シ
間
接
ニ
第
二
軍
ノ
作
戦
ヲ
援
助
ス
ル
ニ
在
リ
」（
第
二
巻
二
三

四
頁
）
だ
っ
た
。
第
二
軍
（
軍
司
令
官：
大
山
巌
陸
軍
大
将
。
第
一
・
第
二
師

団
・
混
成
第
一
二
旅
団
）
は
、「
聯
合
艦
隊
ト
協
力
シ
テ
旅
順
半
島
ヲ
占
領
ス
ヘ

キ
任
務
」（
同
）
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
援
助
す
る
の
が
第
一
軍
の
与
え
ら
れ

た
役
割
だ
っ
た
。「
鴨
緑
江
畔
ノ
戦
闘
」
が
予
想
以
上
に
早
く
終
わ
っ
た
第
一
軍

司
令
部
、
特
に
山
縣
有
朋
軍
司
令
官
は
、
こ
の
訓
令
の
先
を
進
も
う
と
し
て
い
た
。

筆
者
た
ち
傘
下
の
各
部
隊
は
、
し
ば
し
の
休
養
を
楽
し
む
こ
と
に
な
っ
た
。

十
月
廿
七
日

晴
天

本
日
ハ
滞
在
、
兵
力
休
養

一
〇
月
二
八
日
（
日
曜
）
も
休
養
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
寒
さ
が

強
ま
っ
て
き
た
。「
身
ヲ
裂
ク
」
冷
風
が
感
じ
ら
れ
る
。
官
給
品
の
み
を
身
に
つ

け
る
下
士
卒
は
、
ま
だ
夏
袴
し
か
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
寒
さ
を
訴
え
る
兵
士
も

多
く
い
た
よ
う
だ
。

十
月
廿
八
日

晴
天

此
日
風
ア
リ
テ
冷
風
身
ヲ
裂
ク
ノ
有
様
寒
冷
一
層
ヲ
感
ス
、
夏
袴
ヲ
穿
チ
タ

ル
故
各
兵
寒
ニ
冒
サ
ル
ヽ
者
多
シ

山
縣
ら
第
一
軍
司
令
部
は
、
一
〇
月
八
日
の
大
本
営
訓
令
（
第
二
軍
の
旅
順
半

島
制
圧
を
援
助
す
る
こ
と
）
を
「
再
解
釈
し
た
」、
と
私
は
以
前
書
い
た
が
（『
日

清
戦
争
』
一
六
八
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）、『
日
清
戦
史
』
は
、「
第

十
四
章

鳳
凰
城
、
大
孤
山
地
方
ノ
占
領
」
の
冒
頭
で
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い

る
。

是
ニ
於
テ
大
将
ハ
更
ニ
此
ノ
新
任
務
ヲ
完
ウ
セ
ン
カ
為
メ
且
ツ
虎
山
附
近
ヨ

リ
敗
走
セ
ル
敵
ヲ
追
撃
シ
之
ヲ
シ
テ
再
ヒ
韓
国
ニ
侵
入
ス
ル
コ
ト
無
カ
ラ
シ

メ
ン
カ
為
メ
鳳
凰
城
ニ
前
進
シ
之
ヲ
攻
略
ス
ル
ニ
決
セ
リ
（
三
五
八
頁
）

軍
人
の
発
想
は
こ
ん
な
も
の
か
と
思
う
継
続
作
戦
へ
の
欲
求
で
あ
る
。
一
つ
の

作
戦
が
成
功
す
る
と
、
さ
ら
に
次
の
作
戦
を
求
め
る
前
線
の
司
令
部
。
そ
れ
ぞ
れ

に
そ
れ
な
り
の
理
由
が
つ
け
ら
れ
る
。

大
本
営
は
、
秋
口
ま
で
に
旅
順
半
島
の
攻
略
・
占
領
を
な
せ
ば
、
北
洋
海
軍
の

根
拠
地
の
一
つ
旅
順
港
と
港
湾
施
設
を
お
さ
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
あ
た

り
で
講
和
交
渉
開
始
を
当
初
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
う
一
つ
の

北
洋
海
軍
根
拠
地
・
威
海
衛
の
攻
略
・
占
領
作
戦
は
伊
藤
博
文
首
相
の
発
案
で
あ

り
、
鳳
凰
城
攻
略
作
戦
は
山
縣
第
一
軍
司
令
官
の
作
戦
だ
っ
た
。
鳳
凰
城
を
占
領

す
る
と
、
次
は
海
城
、
さ
ら
に
営
口
、
牛
荘
へ
と
清
国
東
北
地
方
南
部
に
冬
期
の

戦
場
が
広
げ
ら
れ
て
い
く
。

（
２
）
鳳
凰
城
攻
略
作
戦

二
日
間
の
休
養
は
終
わ
っ
た
。
一
〇
月
二
九
日
（
月
曜
）
の
午
後
、
鳳
凰
城
攻

略
作
戦
が
命
じ
ら
れ
る
。
九
連
城
か
ら
鳳
凰
城
は
五
〇
キ
ロ
の
距
離
、
西
北
方
に

一
一
〇

混
成
第
九
旅
団
の
日
清
戦
争
（
４
）（
原
田
敬
一
）



あ
た
る
。
た
だ
筆
者
の
部
隊
、
野
砲
第
五
聯
隊
第
三
大
隊
は
九
連
城
守
備
部
隊
に

止
め
ら
れ
た
。
ど
の
拠
点
に
配
備
さ
れ
よ
う
と
、
雪
深
い
冬
期
作
戦
に
な
り
、
苦

し
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

戦
利
品
目
録
が
こ
の
日
の
日
記
の
最
後
に
書
き
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
。
先
に
戦

闘
終
了
後
の
状
況
と
し
て
『
日
清
戦
史
』
が
報
じ
て
い
る
も
の
と
比
較
す
る
と
、

『
従
軍
日
誌
』

『
日
清
戦
史
』

大
砲

83

内

32

八
糎
野
砲

78

内
訳
な
し

50

清
国
製
山
砲

小
銃

記
載
な
し

約
4400

弾
薬
及
糧
秣

記
載
な
し

多
量

天
幕

約
540

軍
旗

3

と
な
り
、
大
砲
の
数
が
異
な
る
の
が
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
当
初
の
調
査
で
は

『
従
軍
日
誌
』
に
あ
る
よ
う
に
八
三
と
発
表
さ
れ
た
が
、
精
査
し
た
結
果
七
八
と

減
ら
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。『
従
軍
日
誌
』
が
「
八
珊
野
砲
」
を
「
支
那
製

ノ
山
砲
」
と
区
別
し
て
い
る
の
は
、
ド
イ
ツ
製
の
野
砲
の
意
味
だ
ろ
う
。
虎
山
や

九
連
城
の
堡
塁
一
箇
に
付
き
二
、
三
門
か
ら
四
、
五
門
を
配
備
し
て
の
交
戦
が
計

画
さ
れ
て
い
た
と
筆
者
は
判
断
し
て
い
る
。
清
国
軍
は
多
量
の
ド
イ
ツ
製
武
器
を
、

野
砲
か
ら
小
銃
に
至
る
ま
で
配
備
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
今
後
の
戦
闘
の
困
難

さ
を
語
っ
て
も
い
た
。

十
月
二
十
九
日

雨

午
后
雨
止
ム

風
起
ル

午
后
命
令
ノ
要
旨
左
ノ
如
シ

九
連
城
ニ
拠
リ
シ
敵
ノ
大
部
分
ハ
鳳
凰
城
ニ
退
却
シ
湯
山
城
ハ
既
二
我
騎

兵
ニ
依
リ
テ
占
領
セ
ラ
レ
タ
リ
╱
軍
ハ
明
日
鳳
凰
城
ニ
向
ヒ
前
進
セ
ン
ト

ス大
迫
混
成
旅
団
ハ
安
東
県
ヨ
リ
湯
山
城
ヲ
経
テ
楚
基
嶺
ニ
出
ツ
╱
各
地
守

備
隊
ハ
各
員
陣
地
ヲ
警
戒
シ
且
ツ
第
三
師
団
ヨ
リ
小
口
鎖
安
東
県
及
湯
山

城
ニ
派
遣
シ
タ
リ
、
守
備
隊
ニ
連
絡
ス

我
砲
兵
第
三
大
隊
ハ
九
連
城
守
備
隊
ノ
内
ヘ
編
入
セ
ラ
ル
╱
此
日
九
連
城
内

堡
塁
ノ
一
部
散
歩
セ
リ
、
此
地
ニ
在
シ
砲
塁
数
七
十
個
ニ
シ
テ
内
砲
車
ヲ
備

セ
シ
者
約
四
十
個
ナ
リ
、
其
堡
塁
ノ
道
ノ
外
面
ハ
平
壌
ニ
在
リ
シ
者
ト
均
シ

ク
天
幕
ニ
換
フ
ル
ニ
土
造
ヲ
以
テ
セ
ル
兵
舎
ヲ
築
キ
タ
リ
、
我
軍
火
弾
ヲ
シ

テ
其
効
力
ナ
カ
ラ
シ
ム
ル
ノ
目
的
ナ
ル
カ
如
キ
モ
亦
冬
営
ヲ
ナ
ス
目
的
ナ
リ

シ
ガ
如
キ
ニ
モ
見
ユ
╱
此
地
分
捕
大
砲
ハ
八
十
三
門
ニ
シ
テ
内
三
十
二
門
ハ

八
珊
野
砲
、
残
余
ノ
五
十
門
ハ
支
那
製
ノ
山
砲
ナ
リ
╱
右
ハ
各
保ママ
塁
中
ニ
二

三
若
ク
ハ
四
五
門
ヲ
備
ヘ
居
タ
リ
ト
モ
皆
閉
鎖
器
ヲ
脱
棄
テ
タ
リ
╱
天
幕
約

五
百
四
十

軍
旗
三

死
傷
者
千
五
百
人

我
死
傷
者
百
三
十
四
名
ナ
リ
シ

ト
云
フ

一
〇
月
三
〇
日
（
火
曜
）
鳳
凰
城
攻
略
作
戦
の
あ
っ
け
な
い
終
了
が
伝
わ
っ
て

き
た
。『
日
清
戦
史
』
に
よ
れ
ば
、
立
見
旅
団
に
属
す
る
騎
兵
第
五
大
隊
の
二
箇

小
隊
（
約
五
〇
名
）
が
前
衛
部
隊
と
し
て
、
二
九
日
午
前
七
時
に
湯
山
城
（
九
連

城
か
ら
西
北
方
三
〇
キ
ロ
で
、
鳳
凰
城
へ
は
高
麗
門
を
経
て
二
五
キ
ロ
。
鳳
凰
城

攻
略
作
戦
の
前
線
基
地
）
を
出
発
し
、
一
〇
時
二
〇
分
に
は
高
麗
門
に
到
着
し
た
。

そ
こ
か
ら
遠
望
す
る
と
、
午
後
一
時
に
は
鳳
凰
城
に
火
が
つ
い
た
の
が
わ
か
り

（『
日
誌
』
と
着
火
の
時
間
が
異
な
る
）、
前
進
し
て
城
下
で
の
若
干
の
戦
闘
後
、

一
一
一

佛
教
大
学

歴
史
学
部
論
集

第
四
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）



午
後
二
時
五
〇
分
鳳
凰
城
に
突
入
、
占
領
し
た
。
捕
獲
品
は
「
山
砲
二
門
、
臼
砲

三
門
及
其
他
ノ
戦
利
品
」（
三
六
六
頁
）
で
、
臼
砲
の
数
が
一
門
相
違
す
る
。
立

見
旅
団
は
、
三
〇
日
午
前
四
時
過
ぎ
、
九
連
城
か
ら
一
四
キ
ロ
の
露
営
地
（
分
路

子
）
を
出
発
し
、
鳳
凰
城
に
向
か
っ
た
（
三
六
七
頁
）。
正
午
前
湯
山
城
に
到
着
、

宿
営
の
後
、
三
一
日
午
前
一
一
時
二
〇
分
鳳
凰
城
に
入
城
し
た
（
三
六
九
頁
）。

鳳
凰
城
防
衛
を
強
化
す
る
た
め
に
、
予
備
砲
廠
の
野
砲
二
門
が
追
加
配
備
さ
れ
る

（
三
七
〇
頁
）。
歩
兵
第
二
一
聯
隊
第
二
大
隊
が
湯
山
城
守
備
に
派
遣
さ
れ
、
湯
山

城
に
残
留
し
て
い
た
歩
兵
第
一
二
聯
隊
の
一
箇
中
隊
は
、
鳳
凰
城
の
本
隊
に
合
流

し
た
（
同
）。

こ
う
し
て
立
見
旅
団
が
鳳
凰
城
、
第
五
師
団
が
九
連
城
、
第
三
師
団
が
安
東
県

に
宿
営
し
て
鳳
凰
城
攻
略
作
戦
は
終
了
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
既
に
第
一
軍
司
令
部

は
、
次
の
作
戦
を
立
て
始
め
て
い
た
。『
日
清
戦
史
』
が
率
直
に
記
し
て
い
る
と

こ
ろ
を
引
用
す
る
。

是
ヨ
リ
先
キ
軍
司
令
官
ハ
鳳
凰
城
容
易
ニ
我
ノ
占
領
ニ
帰
シ
軍
ノ
同
地
ニ
前

進
ス
ル
コ
ト
ヲ
廃
ム
ル
ヤ
直
ニ
大
孤
山
地
方
占
領
ノ
計
画
ニ
着
手
シ
タ
リ
、

蓋
シ
該
地
占
領
ノ
目
的
ハ
第
二
軍
及
海
軍
ト
ノ
連
絡
ヲ
確
実
ニ
シ
前
面
ノ
敵

ヲ
牽
制
シ
テ
間
接
ニ
第
二
軍
ノ
作
戦
ヲ
援
助
シ
且
ツ
海
運
ノ
道
ヲ
開
カ
ン
ト

ス
ル
ニ
在
リ
（
三
七
四
頁
）

九
連
城
と
安
東
県
は
、
い
ず
れ
も
靉
河
の
右
岸
に
あ
り
、
約
七
キ
ロ
の
近
さ
だ

っ
た
。
下
流
の
安
東
県
か
ら
河
口
の
大
東
溝
ま
で
は
三
五
キ
ロ
あ
る
。
大
東
溝
か

ら
海
岸
沿
い
の
道
を
五
五
キ
ロ
西
に
進
む
と
、
大
孤
山
の
町
に
た
ど
り
着
く
。
こ

こ
ま
で
占
領
す
れ
ば
、
海
軍
や
海
上
輸
送
と
の
便
は
大
い
に
捗
る
、
と
い
う
の
が

軍
司
令
部
の
考
え
だ
っ
た
。
大
孤
山
か
ら
東
北
へ
延
び
る
街
道
を
七
五
キ
ロ
進
む

と
湯
山
城
に
着
き
、
そ
こ
を
湯
山
城
の
後
方
補
給
基
地
と
し
て
使
う
こ
と
も
で
き

る
。『
日
誌
』
は
こ
の
日
の
最
後
に
、
第
三
師
団
司
令
部
が
、
大
迫
支
隊
を
編
成

し
て
、
大
孤
山
攻
略
に
向
か
う
こ
と
を
命
じ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は

『
日
清
戦
史
』
第
二
巻
三
七
七
頁
に
あ
る
師
団
命
令
の
一
部
に
な
る
。
一
一
月
一

日
（
木
曜
）
午
後
に
は
、
大
迫
支
隊
が
、
清
国
軍
は
大
孤
山
を
撤
退
し
、
岫
巌
州

方
向
（
大
孤
山
か
ら
西
北
へ
六
〇
キ
ロ
）
へ
退
却
し
た
、
と
い
う
住
民
情
報
を
手

に
入
れ
て
い
た
（
三
七
八
頁
）。
福
島
支
隊
（
福
島
安
正
中
佐
、
歩
兵
第
一
八
聯

隊
の
一
箇
大
隊
と
騎
兵
七
騎
。
食
糧
徴
発
を
任
務
）
が
い
ち
早
く
一
一
月
五
日
午

前
一
〇
時
大
孤
山
に
到
着
す
る
。
こ
う
し
た
情
報
は
『
日
誌
』
に
は
ま
っ
た
く
記

さ
れ
て
い
な
い
。

十
月
三
十
日

晴
天

午
前
四
時
着
前
衛
司
令
官
ノ
情
報
左
ノ
如
シ

（
午
前：

消
し
）
今
廿
九
日
午
后
五
時
、
敵
ハ
鳳
凰
城
ニ
火
ヲ
放
チ
退
却

セ
リ
、
小
数
ノ
敵
兵
止
マ
リ
テ
シ
射
撃
セ
シ
ヲ
以
テ
捜
索
ニ
出
セ
ル
騎
兵

中
隊
ハ
未
タ
鳳
凰
城
ニ
至
ラ
ズ
、
其
附
近
ニ
宿
営
セ
リ
、
騎
兵
ノ
全
部
ハ

今
朝
鳳
凰
城
ニ
入
ル

仝
午
前
七
時
十
分
着

仝
官
ヨ
リ
発

鳳
凰
城
ニ
ハ
敵
ノ
歩
兵
約
三
十
名
ア
リ
テ
射
撃
セ
シ
モ
直
チ
ニ
之
レ
ヲ
撃

退
シ
タ
リ
、
此
際
敵
九
名
ヲ
殺
セ
リ
╱
鳳
凰
城
ハ
昨
日
敵
火
ヲ
放
チ
三
百

軒
斗
焚
ケ
タ
リ
、
本
日
我
兵
ノ
前
進
ヲ
見
テ
更
ニ
火
ヲ
放
テ
リ
╱
山
砲
二

門
臼
砲
二
門
管
打
銃
多
数
、
天
幕
数
十
ヲ
得
タ
リ
、
敵
ハ
多
ク
奉
天
府
方

行ママ
ヘ
退
却
╱
世
家
堡
子
ヨ
リ
鳳
凰
城
ニ
至
ル
道
路
ハ
猛
ニ
シ
テ

悪
ナ
リ
、

捕
虜
ノ
言
ニ
拠
レ
ハ
軍
隊
ハ
悉
ク
散
乱
多
ク
ハ
海
岸
ニ
向
ヒ
逃
ケ
タ
リ
、

一
一
二
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之
レ
奉
天
府
方
行
ニ
逃
ク
レ
ハ
再
ヒ
捕
ヘ
ラ
レ
テ
兵
卒
ト
セ
ラ
ル
レ
ハ
ナ

リ
、
只
大
将
様
ノ
ミ
奉
天
府
方
行
ヘ
向
ヒ
タ
リ

此
日
司
令
官
ヨ
リ
ノ
命
令
達
左
ノ
如
シ

第
三
師
団
ヨ
リ
歩
兵
第
二
大
隊
騎
兵
一
中
隊
及
砲
兵
一
中
隊
ヲ
大
迫
少
将

ノ
指
揮
ニ
属
シ
大
東
溝
ヲ
経
テ
大
孤
山
ニ
派
遣
シ
右
大
迫
枝
隊
ニ
属
ス
╱

大
島
旅
団
ハ
別
命
ア
ル
迄
前
進
ヲ
見
合
ス

（
３
）
冬
営
に
向
か
う

筆
者
の
部
隊
は
九
連
城
守
備
隊
と
し
て
と
ど
ま
っ
て
い
る
た
め
か
、
記
述
が
極

端
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
一
〇
月
三
一
日
（
水
曜
）
か
ら
一
一
月
三
日
（
土

曜
）
ま
で
四
日
間
晴
天
が
続
き
、
安
東
県
で
は
軍
政
が
敷
か
れ
、
日
本
は
民
政
庁

を
設
置
し
て
、
外
務
省
書
記
官
小
村
寿
太
郎
を
責
任
者
と
し
た
。

十
月
三
十
一
日

晴
天

寒
気
日
増

此
日
安
東
県
ニ
民
政
庁
ヲ
設
置
セ
ラ
レ
書
記
官
小
村
寿
太
郎
其
長
官
タ
リ

一
一
月
一
日
（
木
曜
）
の
記
述
は
な
か
っ
た
。

十
一
月
一
日

晴
天

一
一
月
二
日
（
金
曜
）
晴
天
で
寒
さ
も
次
第
に
厳
し
く
な
っ
た
頃
で
あ
ろ
う
。
兵

站
部
か
ら
「
襦
袢
」
が
届
き
、
全
員
に
配
布
さ
れ
た
。
冬
用
の
下
着
で
あ
る
。

十
一
月
二
日

晴
天

追
送
品
ノ
襦
袢
着
ス
、
各
人
ニ
分
配

一
一
月
三
日
（
土
曜
）
も
晴
天
で
、
や
は
り
兵
站
部
か
ら
「
冬
袴
」、
冬
用
ズ
ボ

ン
が
届
き
、
配
布
さ
れ
た
。
酒
も
二
合
配
布
さ
れ
た
が
、
や
は
り
寒
さ
し
の
ぎ
だ

ろ
う
。十

一
月
三
日

晴
天

本
朝
冬
袴
着
、
直
チ
ニ
各
人
ニ
分
配
╱
此
日
酒
二
合
ツ
ヽ
分
配

一
一
月
四
日
（
日
曜
）
は
久
し
振
り
の
雨
で
、
兵
站
部
か
ら
届
い
た
「
靴
下
二
足

靴
一
足
」
が
配
布
さ
れ
た
。
上
陸
以
来
五
ヶ
月
が
過
ぎ
、
靴
も
相
当
傷
ん
で
い
た

だ
ろ
う
。

十
一
月
四
日

雨

此
日
靴
下
二
足
靴
一
足
ヲ
分
配
セ
ラ
ル

一
一
月
五
日
（
月
曜
）
か
ら
七
日
（
水
曜
）
ま
で
は
晴
天
の
記
述
の
み
で
、
七

日
の
項
に
は
「
寒
」
と
追
加
に
記
さ
れ
た
。
い
よ
い
よ
寒
さ
が
つ
の
る
。

十
一
月
五
日

晴
天

十
一
月
六
日

晴
天

十
一
月
七
日

晴
天

寒

一
一
月
八
日
（
木
曜
）
晴
天
で
、
こ
の
日
か
ら
靉
河
が
氷
結
し
た
。
寒
さ
も
極

ま
っ
て
き
た
。
ロ
シ
ア
の
参
謀
長
が
戦
地
視
察
で
各
地
を
巡
視
す
る
、
と
い
う
情

報
が
軍
司
令
部
か
ら
伝
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
。『
日
清
戦
史
』
第
八
巻
「
第
四
十
八

章

民
政
其
他
ノ
施
設
」
に
は
、「
七

通
訳
及
従
軍
者
」
の
項
が
あ
る
。

又
外
国
武
官
及
同
新
聞
記
者
ニ
従
軍
ヲ
許
可
セ
シ
モ
ノ
有
リ
、
外
国
武
官

二
行
割
り：

英
国
三
名
（
内
一
名
ハ
将
校
相
当
官
）、
米
国
二
名
、
露
国
一

名
、
仏
国
一
名

ノ
為
ニ
ハ
二
十
七
年
九
月
六
日
大
本
営
ニ
於
テ
外
国
武
官

従
軍
心
得
ヲ
制
定
シ
テ
従
軍
出
願
ノ
手
続
、
人
員
ノ
制
限
、
軍
機
ノ
秘
密
ヲ

守
ル
ヘ
キ
義
務
等
ヲ
規
定
シ
之
ニ
依
リ
取
扱
ヲ
為
シ
、
又
其
新
聞
記
者

二

行
割
り：
英
国
八
名
、
米
国
五
名
、
仏
国
四
名

ノ
為
ニ
ハ
同
十
四
日
陸
軍

一
一
三
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省
ニ
於
テ
概
ネ
内
地
新
聞
記
者
従
軍
心
得
ノ
例
ニ
依
リ
取
扱
規
程
及
従
軍
心

得
ヲ
制
定
シ
タ
リ
（
一
四
一
〜
二
頁
）

英
国
・
米
国
・
露
国
・
仏
国
の
四
ヶ
国
が
、
軍
人
七
名
、
新
聞
記
者
一
七
名
を
派

遣
し
、
世
界
に
日
清
戦
争
を
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
第
二
軍
の
旅
順
虐
殺
事
件

が
世
界
へ
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
七
名
の
従
軍
武
官
は
、
数
字
だ
け
の
記
録

で
、「
魯
国
参
謀
長
陸
軍
歩
兵
大
佐
」
と
い
う
具
体
像
が
示
さ
れ
た
最
初
だ
ろ
う
。

大
佐
で
参
謀
長
と
い
う
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
の
師
団
か
旅
団
レ
ベ
ル
の
参
謀
長
と
思

わ
れ
る
。

十
一
月
八
日

晴
天

本
朝
ヨ
リ
河
水
氷
結
シ
タ
リ
╱
此
日
魯
国
参
謀
長
陸
軍
歩
兵
大
佐
戦
地
視
察

ノ
為
メ
各
地
ヲ
巡
視
セ
ラ
ル

一
一
月
九
日
（
金
曜
）
と
一
〇
日
（
土
曜
）
も
晴
天
記
録
だ
け
で
、
記
述
は
な

い
。十

一
月
九
日

晴
天

十
一
月
十
日

晴
天

一
一
月
一
一
日
（
日
曜
）
も
晴
天
で
、
引
き
続
き
冬
営
用
の
衣
服
が
支
給
さ
れ

る
。
よ
う
や
く
毛
糸
製
の
靴
下
・
襦
袢
（
シ
ャ
ツ
）・
袴
下
（
紐
付
き
の
ズ
ボ
ン

下
）
が
分
配
さ
れ
た
。
一
〇
月
二
四
日
か
ら
二
六
日
に
か
け
て
花
園
口
に
上
陸
し

た
第
二
軍
の
作
戦
が
順
調
に
進
み
、
一
一
月
六
日
に
は
金
州
庁
と
大
連
湾
を
占
領

し
た
と
い
う
情
報
が
入
っ
て
き
た
。

十
一
月
十
一
日

晴
天

此
日
毛
糸
製
靴
下
襦
袢
袴
下
ヲ
分
配
セ
ラ
ル
╱
此
日
ノ
情
報
左
ノ
如
シ

第
二
軍
ハ
去
ル
六
日
僅
カ
ノ
戦
闘
ヲ
以
テ
金
州
庁
及
大
連
湾
ヲ
占
領
、
敵
ハ

旅
順
方マ
行マ
ニ
退
却
セ
リ

一
一
月
一
二
日
（
月
曜
）
鴨
緑
江
渡
河
以
降
の
作
戦
に
対
し
、
天
皇
の
「
嘉
尚
」

す
る
と
い
う
勅
語
が
こ
の
日
伝
達
さ
れ
た
。
部
隊
を
集
め
、
聯
隊
長
や
大
隊
長
が

読
み
上
げ
た
の
だ
ろ
う
。
下
賜
品
が
あ
っ
た
、
と
い
う
記
録
は
な
い
。

十
一
月
十
二
日

晴
天

冷
気
強
シ

此
日
第
一
軍
ヘ
左
ノ
勅
語
ヲ
賜
ハ
リ
タ
タ
リ

明
治
廿
七
年
十
一
月
十
一
日

第
一
軍
司
令
官
陸
軍
大
将
伯
爵
山
縣
有
朋

汝
等
忠
勇
ナ
ル
善
ク
百
難
ヲ
排
シ
テ
進
ミ
敵
ヲ
朝
鮮
国
境
外
ニ
撃
退
シ
遂
ニ

敵
国
ニ
入
リ
要
衝
ノ
地
ヲ
占
領
ス
、
朕
深
ク
之
ヲ
嘉
称ママ
ス
、
時
方
サ
ニ
冱
寒

ニ
向
フ
、
汝
等
夫
レ
各
自
愛
シ
テ
将
来
ノ
成
功
ヲ
期
セ
ヨ

軍
司
令
官
ノ
訓
示
左
ノ
如
シ

大
本
営
ノ
訓
示
ニ
基
キ
本
日
各
師
団
ニ
各
位
ノ
位
置
及
ヒ
其
準
備
ヲ
命
セ
リ
、

然
ル
ニ
事
ハ
何
時
前
進
ヲ
成
シ
或
ハ
不
意
ニ
敵
襲
ヲ
受
ク
ル
モ
斗
ラ
レ
ザ
レ

ハ
警
戒
ヲ
厳
ニ
シ
其
運
動
準
備
ノ
為
メ
戒
心
ヲ
加
フ
可
シ

一
一
月
一
三
日
（
火
曜
）
焼
酎
の
分
配
は
や
は
り
寒
さ
し
の
ぎ
だ
ろ
う
。
旅
順

半
島
を
攻
略
し
て
い
る
第
二
軍
の
情
報
と
し
て
、
金
洲
等
に
い
た
清
国
軍
の
敗
兵

は
、
北
上
し
て
岫
巌
州
方
向
に
向
か
っ
た
と
言
う
。
そ
こ
で
第
一
軍
で
は
、
大
孤

山
の
大
迫
支
隊
に
、
岫
巌
州
攻
略
に
向
か
う
こ
と
を
命
じ
た
。
一
方
鳳
凰
城
の
守

備
隊
で
あ
っ
た
立
見
旅
団
に
は
、
よ
り
北
方
の
遼
陽
へ
の
前
進
が
求
め
ら
れ
、
北

方
九
〇
キ
ロ
の
連
山
関
を
一
一
月
一
二
日
占
領
し
た
と
報
告
が
入
っ
た
。
寒
さ
が

厳
し
い
中
、
野
戦
が
続
け
ら
れ
、
作
戦
は
難
航
す
る
。

十
一
月
十
三
日

晴
天

一
一
四

混
成
第
九
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此
日
焼
酎
五
勺
ツ
ヽ
分
配
セ
ラ
ル

此
日
命
令
左
ノ
如
シ

我
第
二
軍
ハ
兵
站
主
部
ヲ
大
連
湾
ト
シ
亦
敵
ノ
一
部
秀マ
厳マ
ニ
遁
在
、
大
迫
少

将
ハ
連
合
枝
隊
ヲ
率
ヒ
明
後
日
大
孤
山
ヲ
出
発
シ
彼
ノ
地
ニ
向
テ
前
進
╱
立

見
旅
団
ノ
先
頭
隊
ハ
鳳
凰
城
ヲ
遼
陽
ニ
向
ヒ
前
進
セ
シ
ム
、
行
々
敵
ノ
馬
隊

ヲ
追
撃
シ
昨
日
連
山
関
ヲ
占
領
セ
リ

（
４
）
義
州
で
の
冬
営
と
伝
え
ら
れ
る
戦
闘
情
報

こ
の
間
第
一
軍
司
令
部
は
、
冬
営
を
進
め
、
糧
食
が
一
貫
し
て
欠
乏
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
一
部
部
隊
を
後
退
さ
せ
、
分
散
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
五
師
団
が

冬
営
命
令
を
第
一
軍
司
令
部
か
ら
受
領
し
た
の
は
一
一
月
一
二
日
（
第
二
巻
三
九

一
頁
）。
主
力
部
隊
を
、
九
連
城
か
ら
義
州
に
か
け
て
分
散
配
置
し
、
立
見
旅
団

だ
け
を
前
線
で
あ
る
鳳
凰
城
に
配
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
筆
者
の
部
隊
は
、
も

う
一
度
鴨
緑
江
を
渡
り
、
朝
鮮
の
義
州
で
冬
営
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
一
月
一
四

日
（
水
曜
）
義
州
へ
向
け
九
連
城
を
出
発
し
た
。

十
一
月
十
四
日

晴
天

此
日
義
州
ニ
向
テ
冬
営
ノ
為
メ
至
ル

一
一
月
一
五
日
（
木
曜
）
義
州
南
大
門
に
到
着
し
、
舎
営
と
な
っ
た
。
行
路
で

は
鴨
緑
江
が
氷
結
し
て
人
馬
が
歩
行
し
た
。
相
当
な
厚
さ
の
氷
結
だ
っ
た
。

十
一
月
十
五
日

晴
天

義
州
南
大
門
内
ニ
舎
営
╱
此
日
既
ニ
鴨
緑
江
ハ
一
面
ノ
氷
面
ト
ナ
リ
人
馬
其

上
ヲ
歩
行
シ
得
ル
ニ
至
ル

一
一
月
一
六
日
（
金
曜
）
晴
天
で
、
下
士
官
に
限
り
、
酒
二
合
が
配
布
さ
れ
た
。

な
ぜ
だ
ろ
う
。

十
一
月
十
六
日

晴
天

此
日
下
士
ニ
限
リ
酒
二
合
ヲ
分
配
セ
ラ
ル

一
一
月
一
七
日
（
土
曜
）、
雪
に
包
ま
れ
た
前
線
、
鳳
凰
城
が
奉
天
か
ら
の
清

国
軍
に
よ
っ
て
攻
撃
さ
れ
た
、
と
い
う
情
報
が
伝
え
ら
れ
る
。「
黒
龍
江
将
軍
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、『
日
清
戦
史
』
に
よ
れ
ば
「
依
克
唐
阿

イ
ク
タ
ン
ア

」
で
、
歩
兵
五

千
、
騎
兵
一
千
、
砲
四
門
を
率
い
て
い
た
（
第
二
巻
四
〇
一
頁
）。
こ
れ
に
そ
の

他
の
部
隊
を
併
せ
約
一
万
の
部
隊
が
、
鳳
凰
城
東
北
六
五
キ
ロ
の
靉
陽
辺
門
付
近

に
進
出
し
て
い
た
（
同
）。『
日
清
戦
史
』
で
は
、
一
一
月
中
旬
か
ら
一
二
月
初
旬

に
か
け
て
「
鳳
凰
城
守
備
隊
ニ
就
テ
ハ
別
ニ
記
載
ス
ヘ
キ
動
作
ナ
シ
」（
四
五
八

頁
）
と
あ
る
の
で
、
鳳
凰
城
が
襲
わ
れ
、
守
備
隊
が
撃
退
し
た
、
と
い
う
の
は
場

所
間
違
い
だ
ろ
う
。

も
う
一
つ
の
大
迫
支
隊
の
報
告
で
あ
る
。
一
一
月
五
日
、
大
孤
山
に
駐
屯
し
て

い
た
大
迫
支
隊
で
把
握
さ
れ
て
い
た
部
隊
は
、
歩
兵
第
六
聯
隊
を
基
幹
と
し
、
歩

兵
第
一
八
聯
隊
の
一
箇
大
隊
、
騎
兵
第
三
大
隊
、
野
砲
第
三
聯
隊
の
一
箇
大
隊
だ

っ
た
（
四
七
一
頁
）。
五
日
か
ら
一
一
日
に
か
け
て
、
西
北
五
五
キ
ロ
の
岫
巌
城

に
清
国
軍
約
二
〇
〇
〇
人
が
い
る
と
い
う
情
報
が
集
ま
っ
て
き
た
（
四
七
二
頁
）。

第
三
師
団
司
令
部
は
、「
岫
巌
ノ
敵
ハ
掃
攘
ノ
見
込
ミ
」
だ
が
、
大
迫
支
隊
は

「
敵
情
ヲ
捜
索
シ
至
急
報
告
ス
ヘ
シ
」
と
一
二
日
正
午
頃
命
じ
て
き
た
。
支
隊
は
、

一
三
日
と
一
四
日
に
強
力
偵
察
を
騎
兵
大
隊
に
命
じ
、
出
発
さ
せ
た
。
と
こ
ろ
が

そ
の
夜
八
時
頃
、
師
団
司
令
部
か
ら
、
鳳
凰
城
の
歩
兵
一
箇
大
隊
を
岫
巌
攻
略
に

向
か
わ
せ
た
の
で
、
支
隊
も
急
行
せ
よ
、
と
の
新
し
い
命
令
が
届
く
（
四
七
四

頁
）。
一
六
日
先
行
し
て
い
た
騎
兵
大
隊
が
、
清
国
軍
と
接
触
し
た
が
、
戦
闘
は

一
一
五
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な
く
、
村
落
露
営
と
な
っ
た
（
四
七
八
頁
）。
同
日
大
迫
支
隊
の
本
隊
が
大
孤
山

を
出
発
、
翌
一
七
日
午
後
、
岫
巌
城
の
南
四
キ
ロ
の
土
門
子
嶺
付
近
に
進
出
し
た

が
、
清
国
軍
は
次
第
に
岫
巌
城
方
向
へ
退
却
し
て
い
き
、
こ
の
日
も
戦
闘
は
な
か

っ
た
（
四
八
二
頁
）。『
日
清
戦
史
』
は
戦
闘
は
な
く
対
峙
し
て
い
た
、
と
記
し
、

『
従
軍
日
誌
』
は
「
敵
ト
開
戦
」
と
記
録
す
る
。
死
傷
者
の
数
も
明
記
し
て
い
る

か
ら
、
こ
の
日
戦
闘
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
夜
一
一
時
頃
に
は
、
清
国
軍
が
岫
巌

城
か
ら
引
き
上
げ
て
い
っ
て
い
る
、
と
い
う
情
報
が
前
線
部
隊
か
ら
届
き
、
翌
朝

追
撃
を
開
始
し
た
が
、
及
ば
な
か
っ
た
。
一
八
日
午
前
八
時
二
五
分
、
騎
兵
中
隊

と
歩
兵
中
隊
が
、
無
人
の
岫
巌
城
に
進
入
す
る
（
四
八
五
頁
）。
九
時
頃
に
は
支

隊
の
ほ
と
ん
ど
が
入
城
し
て
い
る
（
同
）。
退
却
し
た
清
国
軍
は
、
大
部
分
が
海

城
方
向
へ
、
一
部
が
蓋
平
方
向
へ
向
か
っ
た
と
見
え
た
。
こ
れ
が
ま
た
次
の
作
戦

の
要
因
と
な
る
。

十
一
月
十
七
日

晴
天

此
日
敵
ノ
黒
龍
江
将
軍
鳳
凰
城
ヲ
恢
復
セ
ン
ガ
為
メ
攻
撃
シ
来
ル
、
我
守
備

隊
之
レ
ヲ
撃
退
セ
リ
ト

情
報
午
后
六
時
五
分
着

大
迫
少
将
発

麻
鬼
天
嶺
ノ
敵
ト
開
戦
╱
敵
ノ
一
部
ハ
退
キ
堡
塁
ニ
在
ル
敵
ハ
退
カ
ズ
、

敵
ハ
二
営
ト
砲
二
門
ヲ
有
ス
╱
此
日
我
即
死
一
名
負
傷
三
名

一
八
日
（
日
曜
）、
筆
者
の
部
隊
は
、
義
州
に
駐
屯
し
て
い
る
。
朝
な
の
か
夜

な
の
か
、
一
一
時
か
ら
雪
が
降
っ
て
き
た
。

十
一
月
十
八
日

晴
天

十
一
時
ヨ
リ
降
雪

一
九
日
（
月
曜
）
晴
天
が
続
き
、
慰
問
品
の
手
拭
い
一
本
と
手
紙
一
帖
が
配
布

さ
れ
る
。
冬
営
中
、
若
干
の
訓
練
の
合
間
に
、
故
郷
へ
の
手
紙
を
書
く
こ
と
に
な

る
。十

一
月
十
九
日

晴
天

此
日
寄
贈
ノ
手
拭
一
枚
手
紙
一
帖
ヲ
分
配
セ
ラ
ル

二
〇
日
（
火
曜
）
も
晴
天
。
訓
練
の
記
録
も
外
出
の
記
録
も
な
く
、
大
連
湾
と

岫
巌
城
か
ら
届
い
た
情
報
の
み
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。「
古
川
大
佐
」
は
柳
樹
屯

に
駐
屯
し
て
い
た
兵
站
監
で
、
弾
薬
や
食
糧
、
衣
類
な
ど
の
前
線
発
送
を
担
当
す

る
だ
け
で
な
く
、
各
部
隊
へ
の
情
報
発
信
も
担
っ
て
い
た
。
海
軍
の
情
報
と
第
二

軍
に
よ
る
旅
順
口
攻
撃
の
情
報
を
伝
え
て
き
た
。
大
迫
支
隊
か
ら
の
報
告
も
記
録

し
て
い
る
。
一
八
日
午
前
九
時
岫
巌
城
を
占
領
し
た
、
と
い
う
の
は
『
日
清
戦

史
』
と
一
致
し
て
い
る
。

岫
巌
城
付
近
の
戦
闘
（
一
七
、
一
八
日
）
で
死
傷
者
は
下
士
卒
四
名
と
さ
れ

（『
日
清
戦
史
』
四
九
四
頁
）、『
従
軍
日
誌
』
一
七
日
の
条
の
記
述
と
一
致
す
る
。

岫
巌
城
の
戦
闘
が
終
わ
っ
た
。
費
消
弾
薬
は
、
榴
弾
四
発
と
小
銃
弾
一
万
七
五
七

二
発
で
（
四
九
四
頁
）、
砲
兵
は
ほ
と
ん
ど
何
も
せ
ず
、
歩
兵
の
火
線
で
終
わ
っ

た
戦
闘
と
な
っ
た
。
一
七
日
の
記
述
も
、
二
〇
日
の
記
述
も
正
確
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
が
、
舎
営
地
の
部
隊
本
部
に
張
り
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
あ
ま
り
間
違
い
の
な
い
情
報
は
、
部
隊
本
部
に

張
り
出
さ
れ
た
情
報
を
、
筆
者
が
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
、
記
録
し
て
い
た
こ
と
を

証
明
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

十
一
月
廿
日

晴
天

此
日
情
報
左
ノ
如
シ

十
九
日
午
后
五
時
大
連
湾
発

古
川
大
佐
ヨ
リ

敵
ノ
首
艦
隊
及
砲
艦
四
ハ
威
海
衛
ニ
在
リ
、
之
ヲ
誘
出
ス
ル
コ
ト
ヲ
挑
ミ

一
一
六

混
成
第
九
旅
団
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日
清
戦
争
（
４
）（
原
田
敬
一
）



タ
ル
ニ
彼
レ
堅
ク
防
禦
線
内
ニ
引
籠
リ
出
テ
来
ル
模
様
ナ
シ
、
依
テ
巡
洋

艦
二
艘
ヲ
止
メ
其
挙
動
ヲ
伺
ハ
シ
メ
他
ノ
諸
艦
ハ
本
朝
大
連
湾
ニ
帰
レ
リ

╱
旅
順
口
攻
撃
ハ
来
二
十
一
日
、
敵
ノ
兵
力
一
万
二
千
ナ
リ

十
一
月
十
八
日
午
前
十
時
岫
巌
大
迫
少
将
ヨ
リ
ノ
報
告

十
一
月
十
八
日
午
前
六
時
三
十
分
開
戦
、
午
前
九
時
岫
巌
ヲ
占
領
セ
リ
、

敵
ハ
西
北
ニ
向
テ
退
却
セ
リ
、
我
兵
死
傷
ナ
シ
、
砲
五
門
ヲ
奪
ヘ
リ

二
一
日
（
水
曜
）
も
晴
天
で
、
筆
者
の
戦
闘
情
報
記
録
は
続
く
。「
三
原
少
佐
」

は
、
鳳
凰
城
守
備
隊
の
司
令
官
の
歩
兵
少
佐
三
原
重
雄
で
（
第
二
巻
四
一
一
、
四

三
八
頁
）、
一
一
月
後
半
は
鳳
凰
城
の
防
衛
線
と
し
て
設
定
さ
れ
た
、
北
方
六
〇

キ
ロ
付
近
の
賽
馬
集
・
草
河
嶺
・
連
山
関
（
東
か
ら
。
こ
の
間
七
〇
キ
ロ
）
を
め

ぐ
る
攻
防
が
焦
点
だ
っ
た
。「
歩
兵
第
十
二
聯
隊
ノ
一
中
隊
」
は
、
一
五
日
昼
に

鳳
凰
城
を
出
発
し
て
、
賽
馬
集
方
面
の
捜
索
・
警
戒
を
命
じ
ら
れ
た
部
隊
で
、
一

九
日
午
前
騎
兵
・
歩
兵
各
数
百
と
い
う
優
勢
な
清
国
軍
の
進
出
に
よ
り
、
苦
戦
を

強
い
ら
れ
た
。「
敵
ノ
騎
兵
ヲ
撃
攘
ス
ル
ニ
勉
メ
タ
リ
ト
雖
モ
敵
ハ
益
々
猛
烈
ニ

突
進
シ
来
ル
カ
故
ニ
遂
ニ
支
フ
ル
能
ハ
ス
東
方
ノ
山
麓
ニ
沿
ヒ
退
却
ヲ
始
メ
タ

リ
」（
第
二
巻
四
一
六
〜
七
頁
）。
部
隊
は
勢
い
に
お
さ
れ
て
「
部
下
ニ
令
シ
テ
弾

薬
及
携
帯
糧
食
ヲ
除
ク
ノ
外
携
帯
品
ヲ
放
棄
シ
テ
軽
装
セ
シ
メ
疾
駆
山
嶺
ヲ
下
リ

辛
ウ
シ
テ
本
道
ニ
出
テ
退
却
」（
四
一
八
頁
）
と
な
っ
た
。
こ
の
退
却
の
中
で
中

隊
は
分
散
し
、
一
五
八
名
の
部
隊
で
出
発
し
た
も
の
の
、
一
九
日
夕
方
に
中
隊
長

が
把
握
し
て
い
た
の
は
「
僅
ニ
六
十
七
名
ニ
過
キ
サ
リ
キ
」（
四
一
九
頁
）
だ
っ

た
。
翌
二
〇
日
、
二
一
名
を
収
容
し
て
、
二
一
日
に
鳳
凰
城
に
戻
る
こ
と
が
で
き

た
（
同
）。
こ
れ
が
三
原
少
佐
の
報
告
と
し
て
記
録
さ
れ
た
も
の
の
基
礎
事
実
で

あ
る
。

十
一
月
二
十
一
日

晴
天

此
日
ノ
状
報
左
ノ
如
シ

十
一
月
二
十
一
日
三
原
少
佐
ヨ
リ
ノ
報
告

昨
日
暁
（
一
字
消
し
）
賽
馬
集
ニ
対
シ
大
清
江
ニ
派
遣
セ
ラ
レ
タ
ル
歩
兵

第
十
二
聯
隊
ノ
一
中
隊
ハ
敵
ニ
襲
ハ
レ
自
分
ハ
其
中
隊
ノ
一
部
ヲ
シ
テ
直

行
シ
鳳
凰
城
ニ
行
進
ノ
途
中
第
八
中
隊
ト
合
ス
、
其
他
ハ
小
隊
長
牽
ヒ
テ

雪
裡
站
ヘ
退
却
セ
リ
、
正
午
再
ヒ
敵
ハ
賽
馬
集
ニ
退
却
セ
リ

二
二
日
（
木
曜
）
は
遂
に
雪
が
降
り
出
し
、
北
風
も
強
く
、
凍
傷
に
か
か
る
程

厳
し
い
寒
さ
だ
っ
た
、

十
一
月
二
十
二
日

雪

本
日
北
風
強
ク
室
外
ニ
出
ツ
レ
ハ
其
烈
風
ノ
為
メ
ニ
凍
傷
ヲ
発
ス
ル
ノ
有
様
、

其
一
斑
ヲ
察
ス
可
シ

二
三
日
（
金
曜
）
は
雪
が
降
り
止
み
、
曇
と
な
っ
た
が
、
冷
た
い
空
気
の
中
で

六
セ
ン
チ
（
二
寸
）
の
積
雪
と
な
っ
た
。
筆
者
の
部
隊
は
、
冬
期
の
戦
闘
か
ら
は

ず
さ
れ
、
義
州
で
冬
営
す
る
こ
と
に
な
り
、
戦
闘
の
世
界
か
ら
遙
か
に
遠
ざ
か
っ

た
。
戦
力
と
し
て
不
要
な
の
で
は
な
く
、
ひ
た
す
ら
食
糧
確
保
の
少
な
さ
か
ら
だ

っ
た
。
一
一
月
中
旬
（『
日
清
戦
史
』
に
は
日
付
の
記
載
が
な
い
）
に
は
第
一
軍

司
令
部
も
九
連
城
か
ら
、
よ
り
海
岸
に
近
い
安
東
県
に
移
っ
た
。
そ
こ
で
軍
司
令

部
が
努
力
を
集
中
し
た
の
は
、
食
糧
と
冬
支
度
だ
っ
た
。『
日
清
戦
史
』
は
、
率

直
に
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

軍
ハ
近
海
結
氷
前
糧
秣
及
防
寒
具
ノ
揚
陸
及
前
送
ヲ
充
分
ナ
ラ
シ
ム
ル
ニ
孜
々

タ
リ

言
っ
て
み
れ
ば
、
開
戦
五
ヶ
月
目
の
段
階
に
な
っ
て
も
、
食
糧
も
冬
装
備
も
全
く

一
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足
り
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
う
い
う
状
況
下
で
、
第
一
軍
司
令
部
は
、

山
海
関
付
近
に
上
陸
し
、
天
津
か
ら
北
京
を
総
攻
撃
す
る
案
を
一
一
月
三
日
に
大

本
営
に
提
案
し
て
い
た
（
第
二
巻
三
八
七
頁
）。
こ
う
し
た
非
合
理
な
作
戦
を
見

る
と
、
第
一
軍
司
令
官
山
縣
有
朋
の
強
引
な
、
か
つ
功
名
心
に
駆
ら
れ
た
精
神
状

況
が
見
え
る
よ
う
に
思
う
。

十
一
月
廿
三
日

曇
天

昨
日
来
小
降
雪
二
寸

二
四
日
（
土
曜
）、
二
五
日
（
日
曜
）
と
晴
天
だ
っ
た
が
、
二
四
日
の
夜
に
は

雪
が
降
っ
た
。
二
五
日
に
義
州
の
駐
屯
地
に
届
い
た
第
二
軍
の
旅
順
口
攻
略
作
戦

の
報
告
は
、
ほ
ぼ
一
日
で
占
領
し
、
作
戦
が
終
わ
っ
た
と
し
て
い
る
。
予
想
外
に

短
い
作
戦
と
な
っ
た
が
、
こ
の
報
告
で
も
、「
敵
ハ
終
末
ニ
至
ル
迄
頗
ル
頑
固
抵

抗
ヲ
成
」
し
た
、
と
あ
り
、
こ
れ
か
ら
以
後
の
冬
営
が
穏
や
か
に
は
過
ご
せ
な
い

だ
ろ
う
、
と
い
う
暗
い
予
感
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
な
お
「
第
二
軍
伊
藤

司
令
官
」
は
「
大
山
巌
司
令
官
」
の
誤
り
。

十
一
月
廿
四
日

晴
天

十
一
月
廿
五
日

晴
天

昨
夜
降
雪
シ
タ
リ

此
日
情
報
左
ノ
如
シ
、
出
第
二
軍
伊マ
藤マ
司
令
官
ヨ
リ

第
二
軍
ハ
廿
一
日
暁マ
払マ
ヨ
リ
旅
順
口
方
陸
上
面
ノ
諸
堡
塁
ヲ
攻
撃
セ
リ
、

即
チ
第
一
師
団
ハ
右
翼
隊
、
混
成
第
十
二
旅
団
ハ
左
翼
ニ
展
開
シ
攻
撃
砲

其
中
間
ニ
位
置
セ
リ
、
敵
ハ
終
末
ニ
至
ル
迄
頗
ル
頑
固
抵
抗
ヲ
成
セ
レマ
モマ

遂
ニ
第
一
師
団
ハ
午
前
八
時
三
十
分
騎
砲
兵

兵
場
ノ
西
方
ニ
在
ル
堡
塁

ヲ
占
領
シ
テ
午
后
二
時
旅
順
口
ニ
進
ミ
午
后
四
時
黄
金
山
ノ
砲
台
ヲ
占
領

セ
リ
、
混
成
長
谷
川
旅
団
午
前
十
一
時
三
十
分
八
目
庄
東
南
ノ
堡
塁
ヲ
占

領
セ
リ
、
廿
二
日
午
前
ニ
於
テ
軍
ハ
全
ク
自
余
海
岸
諸
砲
塁
ヲ
占
領
セ
リ
、

我
死
傷
将
校
以
下
二
百
余
名
、
敵
ノ
死
傷
及
捕
虜
ハ
不
明
ナ
レ
ト
モ
死
体

二
十
余
ア
リ
、
戦
利
品
特
ニ
大
量
ノ
大
砲
弾
薬
甚
タ
多
シ
、
敵
ノ
兵
力
二

万
ヲ
降
サ
ル
ガ
如
シ

二
六
日
（
月
曜
）
は
晴
天
だ
っ
た
が
、
二
七
日
（
火
曜
）
は
晴
の
ち
雨
と
な
っ

た
。
雨
も
地
上
で
は
す
ぐ
に
氷
結
す
る
と
い
う
寒
気
の
激
し
い
日
と
な
っ
た
。

十
一
月
廿
六
日

晴
天

十
一
月
廿
七
日

晴

此
日
降
雨
ア
リ
。
地
ニ
落
ツ
レ
ハ
直
チ
ニ
氷
結
シ
テ
氷
ト
ナ
ル
、
特
ニ
北

風
烈
シ
カ
リ
シ

二
八
日
（
水
曜
）
か
ら
三
〇
日
（
金
曜
）
ま
で
三
日
間
晴
天
が
続
い
た
。
秋
晴

れ
と
言
う
べ
き
か
も
知
れ
な
い
が
、
高
気
圧
に
よ
る
寒
気
の
厳
し
い
冬
が
予
想
さ

れ
た
。
各
部
隊
は
兵
を
出
し
、
薪
炭
の
徴
発
の
た
め
出
か
け
た
。
こ
の
日
の
段
階

の
第
一
軍
配
置
図
は
第
２
図
を
参
照
。

十
一
月
廿
八
日

晴
天

十
一
月
廿
九
日

晴
天

一
昨
日
来
各
営
ニ
於
テ
薪
炭
徴
発
ノ
為
メ
白
馬
山
城
ヘ
向
フ
、
出
張
各
兵

日
々
之
レ
ヲ
運
搬
ス

十
一
月
卅
日

晴
天

い
よ
い
よ
一
二
月
に
な
る
。
一
日
（
土
曜
）、
海
岸
か
ら
陸
揚
げ
さ
れ
た
防
寒

外
套
な
ど
が
安
東
県
ま
で
届
い
た
の
で
、
義
州
か
ら
受
領
隊
を
出
し
て
受
け
取
っ

た
。
筆
者
の
部
隊
で
も
三
〇
枚
を
受
領
し
分
配
し
た
。
大
隊
、
中
隊
、
小
隊
の
ど
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の
レ
ベ
ル
に
三
〇
枚
か
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く
一
部
に
し
か
渡
っ
て
い
な
い
よ
う

に
思
う
。
ま
た
こ
の
日
、
皇
后
か
ら
嘉
尚
の
御
沙
汰
が
、
山
縣
第
一
軍
司
令
官
か

ら
通
知
さ
れ
た
。

十
二
月
一
日

晴
天

此
日
安
東
県
迄
寒
防
外
套
到
着
、
内
三
十
枚
受
領
、
帰
営
之
レ
ヲ
分
配
セ
ラ

ル此
日

皇
后
陛
下
ヨ
リ
左
ノ
御
沙
汰
ア
ラ
セ
ラ
レ
タ
リ

廿
七
年
十
一
月
廿
八
日

山
縣
有
朋

我
第
一
軍
ハ
毎
戦
功
ヲ
奏
シ
遂
ニ
敵
国
ヘ
侵
入
シ
要
地
数
ヶ
所
ヲ
占
領
セ
シ

趣

皇
后
陛
下
聞
召
サ
レ
深
ク
御
感
賞
ア
ラ
セ
ラ
レ
、
殊
ニ
寒
気
ニ
向
ヒ
艱

難
ノ
程
御
察
シ
遊
ハ
サ
レ
尚
将
校
下
士
卒
各
自
愛
シ
前
途
ノ
成
功
ノ
程
希
望

ノ
旨
御
沙
汰
ア
ラ
セ
ラ
レ
タ
リ

二
日
（
日
曜
）
は
北
風
が
強
い
も
の
の
晴
れ
て
い
た
が
、
翌
三
日
（
月
曜
）
は

雪
と
な
っ
た
。
一
〇
セ
ン
チ
程
（
三
寸
余
）
の
降
雪
で
、
一
面
銀
景
色
で
あ
る
。

四
日
（
火
曜
）
も
い
っ
そ
う
寒
い
晴
天
だ
っ
た
。

十
二
月
二
日

晴
天

北
風
強

十
二
月
三
日

雪

降
雪
三
寸
余
四
囲
白
銀
ノ
如
シ

十
二
月
四
日

晴
天

寒
冷
一
層
ヲ
感
ス

五
日
（
水
曜
）
は
、
城
外
に
出
て
砲
撃
訓
練
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
、
戦
利
品
の

野
砲
を
試
射
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
ド
イ
ツ
製
の
ク
ル
ッ
プ
野
砲
を
使
っ
て
み
た

の
だ
ろ
う
。
砲
弾
も
確
保
し
て
あ
る
の
で
、
春
に
な
っ
て
の
作
戦
に
利
用
価
値
が

第２図 第一軍諸部隊位置図（『日清戦史』第二巻挿図第一)
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高
ま
っ
た
。

（
５
）
第
三
師
団
の
海
城
攻
略
作
戦
情
報

こ
の
時
期
第
一
軍
で
は
冬
営
が
実
施
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
一
二
月
一
日
第
一

軍
司
令
部
は
、
海
城
攻
撃
作
戦
の
実
施
を
大
本
営
に
打
電
し
た
（
第
四
巻
四
頁
）。

第
一
軍
の
左
翼
に
あ
た
る
「

家
堡
子
、
析
木
城
及
海
城
附
近
ノ
敵
兵
」
が
し
だ

い
に
増
加
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、「
速
ニ
之
ヲ
撃
退
シ
予
メ
大
作
戦
ノ
計
画
ニ

応
シ
得
ル
ノ
準
備
ヲ
為
ス
ハ
目
下
ノ
急
務
ナ
リ
」（
前
述
の
電
報
の
文
章
）
と
の

理
由
付
け
で
、「
第
三
師
団
ヲ
岫
巌
及
大
孤
山
附
近
ニ
移
シ
之
カ
実
行
ニ
任
セ
シ

ム
」（
五
頁
）
と
第
三
師
団
が
海
城
攻
略
作
戦
に
動
員
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

安
東
県
に
駐
屯
し
て
い
た
第
三
師
団
は
、
一
二
月
三
日
か
ら
移
動
を
開
始
し
、
岫

巌
城
で
大
迫
支
隊
と
合
流
、
一
二
日
頃
に
析
木
城
付
近
に
到
着
の
見
込
み
と
、
四

日
第
一
軍
司
令
部
か
ら
大
本
営
へ
打
電
さ
れ
る
。
五
日
に
こ
の
電
報
を
受
け
取
っ

た
大
本
営
は
、
困
惑
し
た
。
作
戦
の
実
施
は
命
じ
て
お
ら
ず
、
冬
営
で
温
存
し
た

部
隊
を
一
挙
に
大
作
戦
に
投
入
す
る
計
画
だ
っ
た
か
ら
、
中
止
を
求
め
た
か
っ
た

の
が
真
意
だ
ろ
う
。
し
か
し
、『
日
清
戦
史
』
は
、
こ
の
作
戦
に
か
ま
け
て
大
作

戦
に
穴
を
開
け
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
だ
ろ
う
し
、「
海
城
ノ
敵
ニ
一
打
撃
ヲ

加
フ
タ
ル
上
ハ
直
ニ
兵
ヲ
退
ケ
テ
訓
令
ノ
位
置
ニ
就
カ
シ
ム
ル
ナ
ラ
ン
ト
思
惟
シ

復
タ
之
ヲ
制
止
セ
サ
リ
キ
」（
第
四
巻
七
頁
）
と
大
本
営
が
判
断
し
た
と
記
し
て

い
る
。
つ
ま
り
何
の
追
加
訓
令
も
出
さ
ず
、
山
縣
の
好
き
な
よ
う
に
さ
せ
た
わ
け

で
あ
る
。
大
本
営
は
、
山
縣
の
政
治
力
や
権
威
に
屈
服
し
、
自
分
に
都
合
の
よ
い

よ
う
に
解
釈
し
て
、
冬
期
の
攻
城
戦
と
い
う
困
難
な
作
戦
を
黙
認
し
た
、
と
い
う

の
が
『
日
清
戦
史
』
の
記
述
か
ら
合
理
的
に
解
釈
で
き
る
。

こ
の
『
従
軍
日
誌
』
が
伝
え
て
い
る
「
師
団
長
ヨ
リ
ノ
達
」
は
、『
日
清
戦
史
』

に
記
載
は
な
い
が
、
面
白
い
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
内
容
か
ら
見
て
第
五
師
団
長

の
通
達
と
判
断
で
き
、
そ
の
後
半
に
は
、
一
二
月
一
四
、
五
日
頃
に
九
連
城
な
ど

を
出
発
し
、
遼
陽
を
攻
撃
す
る
計
画
が
記
さ
れ
て
い
る
。
第
一
軍
全
体
に
満
洲
地

域
の
攻
撃
作
戦
が
、
大
本
営
の
思
惑
を
越
え
て
広
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

十
二
月
五
日

晴
天

此
日
鴨
緑
江
上
流
ニ
於
テ
分
捕
野
砲
射
撃
ヲ
行
ハ
ル

此
日
師
団
長
ヨ
リ
ノ
達
左
ノ
如
シ

第
三
師
団
ハ
大
治マ
山マ
ヲ
出
発
セ
リ
、
来
ル
十
四
五
日
ノ
両
日
頃
海
城
ニ
着

ス
ル
見
込
ミ
ナ
リ

時
機
ニ
依
レ
ハ
我
師
団
ハ
后
方
ニ
適
ス
可
キ
兵
力
ヲ
遣
シ
他
ハ
遼
陽
ヲ
衝

ク
ニ
至
ラ
ン
、
其
出
発
ハ
十
四
五
日
頃
ナ
ル
可
シ

六
日
（
木
曜
）
か
ら
一
〇
日
（
月
曜
）
ま
で
五
日
間
も
晴
天
が
続
い
た
。
し
だ
い

に
物
資
の
補
給
が
つ
く
よ
う
に
な
り
、
六
日
に
は
一
人
一
枚
の
毛
布
が
配
布
さ
れ
、

九
日
（
日
曜
）
に
は
天
皇
か
ら
の
恩
賜
と
し
て
煙
草
が
分
配
さ
れ
た
。
寒
さ
が
厳

し
く
な
っ
た
、
と
『
従
軍
日
誌
』
に
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
だ
い
ぶ
た
つ
一
二

月
初
旬
に
漸
く
配
布
さ
れ
た
毛
布
一
枚
で
あ
り
、
恩
賜
の
煙
草
も
分
量
が
多
く
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
、
平
壌
戦
に
参
加
し
た
者
だ
け
、
と
い
う
条
件
付
き
で
配
ら
れ

て
い
る
。

十
二
月
六
日

晴
天

此
日
毛
布
一
人
ニ
一
枚
ヲ
分
配
セ
ラ
ル

十
二
月
七
日

晴
天

十
二
月
八
日

晴
天

一
二
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十
二
月
九
日

晴
天

此
日
恩
賜
煙
草
到
着
、
平
壌
ノ
戦
ヒ
ニ
従
事
セ
シ
者
ニ
限
リ
各
一
包
ツ
ヽ
ヲ

分
配

十
二
月
十
日

晴
天

一
一
日
（
火
曜
）
さ
ら
に
防
寒
衣
料
が
増
え
、
毛
糸
の
靴
下
二
足
と
紙
製
の
胴
衣
、

下
袴
（
ズ
ボ
ン
下
）
が
分
配
さ
れ
た
。
船
を
使
っ
た
運
搬
が
充
実
し
て
き
た
の
だ

ろ
う
。
立
見
旅
団
か
ら
の
電
報
は
、「
廿
日
」
と
あ
る
が
、
一
〇
日
の
誤
り
だ
ろ

う
。
立
見
旅
団
は
、
摩
天
嶺
付
近
の
清
国
軍
を
牽
制
し
、
第
三
師
団
の
海
城
攻
撃

作
戦
を
援
助
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
第
二
巻
四
九
八
頁
）。
立
見
少
将
が
率
い
る

牽
制
支
隊
は
、
歩
兵
第
二
二
聯
隊
を
基
幹
と
し
、
騎
兵
一
箇
中
隊
、
野
砲
一
箇
中

隊
、
工
兵
一
箇
中
隊
、
衛
生
隊
半
部
、
糧
食
縦
列
（
中
隊
）
を
加
え
た
部
隊
で
、

鳳
凰
城
守
備
隊
と
ほ
ぼ
同
じ
規
模
だ
っ
た
（
四
九
八
〜
九
頁
）。
牽
制
支
隊
は
一

二
月
九
日
鳳
凰
城
北
方
二
〇
キ
ロ
の
雪
裡
站
に
到
着
。
一
二
日
に
第
三
師
団
が
析

木
城
攻
撃
予
定
、
と
の
第
三
師
団
司
令
部
か
ら
の
電
報
が
九
日
夜
に
立
見
少
将
の

も
と
に
届
き
、
攻
撃
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
〇
日
午
前
、
支
隊
は
歩
兵

数
千
の
有
力
部
隊
と
、
張
家
堡
子
か
ら
焚
家
台
附
近
で
戦
闘
に
な
り
、
午
後
一
時

四
〇
分
に
は
歩
兵
の
突
撃
で
敗
走
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
戦
闘
途
中
で
は
、
清

国
軍
が
焚
家
台
の
東
西
高
地
で
放
つ
速
射
砲
二
門
な
い
し
三
門
が
射
程
距
離
も
長

く
、
無
煙
火
薬
の
た
め
正
確
な
所
在
が
不
明
で
、
支
隊
の
野
砲
で
は
対
応
で
き
ず
、

苦
戦
に
陥
っ
て
い
た
（
五
〇
四
〜
五
頁
）。
歩
兵
少
佐
安
満
伸
愛
第
二
大
隊
長
が

負
傷
し
た
の
は
、
こ
の
時
の
作
戦
だ
っ
た
。
安
満
少
佐
の
負
傷
も
こ
の
日
の
電
報

内
容
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
や
は
り
「
廿
日
午
后
発
」
は
一
〇
日
の
誤
り

と
判
断
し
て
間
違
い
な
い
。『
日
清
戦
史
』
は
、
こ
の
日
の
戦
闘
で
、
戦
死
下
士

卒
一
一
名
、
負
傷
は
将
校
以
下
四
八
名
、
費
消
弾
薬
小
銃
弾
約
三
万
発
、
砲
弾
五

三
発
と
記
録
し
て
い
る
（
第
二
巻
五
一
〇
〜
一
頁
）。
捕
虜
や
清
国
軍
の
損
害
に

つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。『
従
軍
日
誌
』
の
「
死
体
百
余
名
捕
虜
十
数
名
」

が
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

な
お
『
従
軍
日
誌
』
の
最
後
に
あ
る
よ
う
に
、
立
見
牽
制
支
隊
は
、
一
一
日
午

後
草
河
口
に
到
着
し
、
村
落
露
営
し
て
、
駐
屯
を
続
け
た
（
五
一
二
〜
四
頁
）。

十
二
月
十
一
日

晴
天

毛
糸
ノ
靴
下
二
足
紙
製
ノ
胴
衣
及
ヒ
下
袴
ヲ
分
配
ス

此
日
立
見
少
将
ヨ
リ
ノ
電
報

廿
日
午
后
発

今
廿
日
午
前
九
時
前
衛
金
家
河
ニ
至
ル
時
敵
ノ
騎
兵
其
北
方
ノ
狭
隘
ヲ
占

領
ス
ル
ヲ
見
之
レ
ヲ
撃
退
シ
テ
直
チ
ニ
シ
テ
繁ママ
家
台
ト
二
道
堡
ノ
間
ニ
於

テ
本
道
ヨ
リ
左
右
ノ
山
ニ
依
リ
固
守
ス
、
依
テ
本
隊
ノ
全
力
ヲ
以
テ
攻
撃

シ
午
后
一
時
半
突
貫
ヲ
以
テ
陣
地
ヲ
占
領
セ
シ
ム
、
敵
ハ
退
テ
再
ヒ
二
道

家
ノ
岡
ニ
拠
リ
防
禦
ス
、
再
ヒ
之
レ
ヲ
攻
撃
シ
突
貫
ヲ
行
ヒ
午
后
四
時
終

ニ
通
遠
堡
ヲ
占
領
セ
リ

今
日
ノ
戦
ニ
テ
敵
ノ
捨
テ
タ
ル
死
体
百
余
名
捕
虜
十
数
名
其
他
分
捕
品
多

シ
捕
虜
ノ
言
ニ
拠
レ
ハ
敵
ハ
歩
騎
兵
合
シ
テ
三
四
千
砲
二
門
皆
黒
竜
江
ノ
軍
ニ

シ
テ
依
将
軍
率
ヒ
ル
軍
ナ
リ
╱
而
テ
馬ママ
天
嶺
ヨ
リ
来
リ
タ
ル
モ
ノ
ハ
在
ラ
ザ

ル
カ
如
シ
、
依
将
軍
ハ
鳳
凰
城
ニ
向
フ
為
メ
来
ル
ト
╱
我
死
傷
約
三
十
名
安

満
少
佐
負
傷
、
明
日
旅
団
草
河
口
ニ
前
進
ス

一
二
日
（
水
曜
）
も
一
三
日
（
木
曜
）
も
晴
天
で
、
寒
さ
は
激
し
く
、
結
氷
も
続

い
た
。
一
三
日
に
は
前
進
命
令
が
出
て
準
備
に
入
っ
た
が
、
後
続
の
記
事
が
見
あ

一
二
一
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た
ら
な
い
。
も
う
少
し
先
で
部
隊
の
行
動
が
判
明
す
る
だ
ろ
う
。
一
三
日
に
届
い

た
二
つ
の
報
告
を
解
明
し
て
お
こ
う
。「
友
安
大
佐
」
は
、
鳳
凰
城
の
守
備
隊
長

友
安
治
延
歩
兵
大
佐
で
、
一
二
日
の
鳳
凰
城
防
衛
戦
を
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
「
報
告
」
は
、『
日
清
戦
史
』
第
二
巻
五
二
一
〜
二
頁
に
ほ
ぼ
同
文
で
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
友
安
大
佐
が
一
二
日
午
後
八
時
五
五
分
に
第
五
師
団
司
令
部
宛
に

発
し
た
も
の
で
あ
る
。
鳳
凰
城
東
北
方
向
の
靉
陽
辺
門
か
賽
馬
集
方
面
か
ら
南
下

し
て
き
た
歩
兵
数
千
、
騎
兵
数
百
が
、
数
方
向
か
ら
鳳
凰
城
に
攻
撃
を
仕
掛
け
て

き
た
。『
日
清
戦
史
』
で
も
歩
兵
・
騎
兵
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
砲
兵
の
記
事
は

な
い
（
一
三
日
の
清
国
軍
の
攻
勢
の
際
、
砲
二
門
が
確
認
さ
れ
る
。
第
二
巻
五
二

六
頁
）。

友
安
隊
長
は
、
戦
闘
の
状
況
を
、
草
河
口
に
駐
屯
し
て
い
る
立
見
旅
団
長
に

「
電
報
シ
来
リ
シ
」（
第
二
巻
五
二
〇
頁
）
と
あ
る
の
で
、
第
五
師
団
司
令
部
の
あ

る
九
連
城
は
も
ち
ろ
ん
、
前
線
の
草
河
口
と
も
電
線
を
敷
き
通
信
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。『
日
清
戦
史
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

又
野
戦
電
信
ハ
十
一
月
二
十
四
日
已
ニ
安
東
県
ヨ
リ
大
孤
山
ニ
至
ル
マ
テ
竣

工
シ
在
リ
シ
カ
軍
司
令
官
ハ
海
城
攻
撃
ニ
決
ス
ル
ヤ
兵
站
電
信
隊
ヲ
シ
テ
更

ニ
溝
連
河
ま
て
延
線
セ
シ
メ
タ
リ

二
行
割
り：

此
工
事
ハ
十
二
月
九
日
畢

レ
リ

而
シ
テ
第
三
野
戦
電
信
隊
ノ
第
三
師
団
長
ノ
指
揮
下
ニ
属
セ
ラ
ル
ヽ

ヤ
九
日
マ
テ
ニ
岫
巌
、
溝
連
河
間
ノ
電
線
ヲ
架
設
セ
リ

二
行
割
り：

電
信

隊
ハ
四
日
安
東
県
ヲ
発
シ
八
日
溝
連
河
ニ
到
著
シ
テ
直
ニ
工
事
ニ
著
手
シ
九

日
竣
工
セ
リ

然
レ
ト
モ
事
故
ア
リ
テ
十
一
日
ニ
至
リ
始
メ
テ
通
信
ヲ
開
ク

ヲ
得
タ
リ
（
第
四
巻
一
七
〜
八
頁
）

こ
れ
は
第
三
師
団
の
海
城
攻
略
作
戦
に
つ
い
て
の
記
事
な
の
で
、
安
東
県
｜
大

孤
山
｜
溝
連
河
｜
岫
巌
間
の
電
信
線
開
通
を
記
し
て
い
る
。
第
五
師
団
に
つ
い
て

は
、
や
は
り
『
日
清
戦
史
』
第
二
巻
「
附
録
第
三
十
五

義
州
、
鳳
凰
城
、
大
孤

山
地
方
電
線
架
設
」
の
記
事
が
、
第
六
野
戦
電
信
隊
が
一
〇
月
二
九
日
に
義
州
｜

九
連
城
間
に
架
空
線
増
設
、
第
三
野
戦
電
信
隊
が
一
〇
月
三
一
日
夜
鳳
凰
城
｜
九

連
城
間
の
電
線
架
設
、
一
一
月
五
日
九
連
城
｜
安
東
県
間
の
電
線
架
設
、
第
一
野

戦
電
信
隊
が
一
一
月
一
五
日
九
連
城
｜
安
東
県
間
の
電
信
架
設
、
第
三
電
信
隊
が

一
一
月
一
七
日
九
連
城
｜
大
東
溝
間
、
二
四
日
さ
ら
に
大
孤
山
ま
で
延
長
し
、
次

い
で
大
孤
山
か
ら
金
州
・
大
連
湾
の
電
信
と
結
び
、
朝
鮮
か
ら
鴨
緑
江
右
岸
、
金

洲
半
島
ま
で
の
広
い
地
域
が
日
本
軍
の
電
信
線
で
つ
な
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。
電

信
線
で
い
ち
早
く
情
報
が
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
が
冬
期
の
攻
防
戦
を
支
え
る
背
景

と
な
り
、
な
ん
と
か
乗
り
切
る
。

「
倉
辻
少
佐
」
は
安
東
県
民
政
庁
出
張
員
倉
辻
明
俊
工
兵
少
佐
で
（
第
二
巻
五

二
一
頁
）、
安
東
県
の
こ
と
で
は
な
く
、
鳳
凰
城
の
状
況
報
告
だ
と
思
わ
れ
る
が
、

『
日
清
戦
史
』
に
該
当
す
る
記
事
は
な
い
。

十
二
月
十
二
日

晴
天

十
二
月
十
三
日

晴
天

此
日
出
発
準
備
ノ
命
ア
リ
、
寒
風
強
ク
且
ツ
氷
結
甚
タ
シ

此
日
友
安
大
佐
ヨ
リ
ノ
報
告
左
ノ
如
シ

敵
ハ
一
面
山
附
近
ニ
停
止
ス
、
其
兵
力
約
二
千
ニ
シ
テ
未
タ
砲
兵
ヲ
見
ズ
、

目
下
ノ
況マ
状マ
ニ
テ
ハ
賽
馬
集
街
道
ヨ
リ
前
進
セ
ン
ト
ス
ル
者
ノ
如
シ
、
明

日
依
然
タ
レ
ハ
此
敵
ヲ
攻
撃
セ
ン
ト
ス

亦
倉
辻
少
佐
ヨ
リ
ノ
報
告
左
ノ
如
シ

払
暁
ヨ
リ
聯
隊
長
ハ
敵
ト
開
戦
シ
銃
声
ヲ
聞
ク
ト
。
伝
騎
帰
リ
テ
曰
ク

一
二
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今
朝
ノ
砲
声
ハ
敵
ノ
発
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
我
砲
兵
ハ
未
タ
発
射
セ
ズ
、
敵

ハ
砲
二
門
ヲ
有
ス
、
敵
ハ
退
却
ノ
色
ア
リ

一
四
日
（
金
曜
）
は
晴
天
だ
が
、「
〇
・
一
一
」
の
数
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
零
下
一
一
度
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
。
霧
も
み
ち
て
、
ま
る
で
雪
が
降
っ

て
い
る
か
の
よ
う
に
寒
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
友
安
少
佐
が
一
三
日
に
伝
え
て

い
た
よ
う
に
、
一
三
日
は
積
極
的
に
城
外
に
出
て
攻
撃
に
移
っ
た
。
戦
闘
は
午
前

一
一
時
前
に
は
終
わ
り
、
防
衛
戦
は
成
功
し
た
。
こ
の
日
の
戦
闘
で
、
死
傷
者
将

校
以
下
七
四
名
、
費
消
弾
薬
は
小
銃
弾
五
万
四
五
〇
〇
発
、
砲
弾
二
四
五
発
だ
っ

た
（
第
二
巻
五
四
六
頁
）。

兵
站
の
補
充
が
進
ん
で
き
た
、
と
書
い
た
が
、
こ
の
日
は
各
自
が
足
袋
を
作
る

こ
と
に
な
っ
た
。
支
給
さ
れ
る
も
の
で
は
追
い
つ
か
ず
、
自
ら
手
縫
い
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

十
二
月
十
四
日

晴
天

〇
・
一
一

本
朝
ハ
入
霧
ア
リ
テ
降
雪
ノ
如
シ

友
安
少
佐
発

十
三
日
午
后
〇
時
三
十
分
発

今
朝
六
時
三
十
分
ヨ
リ
開
戦
、
今
ヤ
進
撃
中

此
日
各
兵
各
自
足
袋
ヲ
調
製
ス

一
五
日
（
土
曜
）
も
晴
天
で
、
零
下
一
〇
度
だ
っ
た
。
氷
は
当
然
張
っ
て
い
た

だ
ろ
う
。

草
河
口
の
立
見
牽
制
支
隊
が
前
夜
打
っ
た
電
報
が
、
お
そ
ら
く
部
隊
の
掲
示
板

に
張
り
出
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
内
容
は
、
友
安
守
備
隊
長
の
戦
闘
報
告
に
基

づ
き
作
成
さ
れ
、
責
任
者
と
し
て
の
第
五
師
団
長
宛
報
告
と
な
っ
た
。

も
う
一
つ
の
桂
太
郎
第
三
師
団
長
の
電
報
は
、
海
城
攻
略
作
戦
に
関
連
し
た
も

の
で
、
電
文
中
の
「
明
日
此
敵
ヲ
攻
撃
セ
ン
ト
ス
」
は
翌
一
二
日
の
析
木
城
攻
撃

作
戦
を
指
し
て
い
る
。
一
一
日
の
析
木
城
東
南
街
道
を
北
上
す
る
前
哨
戦
は
、
雪

道
で
移
動
困
難
が
あ
り
、
約
三
千
の
清
国
軍
に
対
し
午
後
三
時
頃
ま
で
苦
戦
を
続

け
た
。
前
衛
部
隊
と
行
動
を
共
に
し
て
い
た
師
団
参
謀
榊
原
忠
誠
歩
兵
少
佐
が
負

傷
し
て
、
そ
の
後
死
亡
し
、
前
衛
部
隊
の
歩
兵
第
七
聯
隊
の
下
士
卒
七
名
が
負
傷

し
た
（
第
四
巻
四
一
頁
）。

十
二
月
十
五
日

晴
天

〇
・
一
〇

立
見
少
将
ヨ
リ

十
四
日
午
后
七
時
五
分
発

高
家
嶺
ノ
敵
ハ
依
然
ナ
リ
、
但
シ
昨
日
迄
旗
一
本
ヲ
顕
ハ
セ
シ
モ
今
朝
ハ

見
ス

立
見
少
将
ヨ
リ
師
団
長
宛
ノ
報
告

十
四
日
午
后
九
時
四
十
分
発

午
前
十
時
三
十
分
戦
ヒ
決
ヲ
結
ヒ
長
岑
子
附
近
宛
進
撃
シ
午
后
三
時
三
十

分
前
衛
北
椅
子
ニ
達
シ
停
止
ス
、
捕
虜
ノ
言
ニ
拠
レ
ハ
敵
ハ
依
将
軍
ノ
部

下
ニ
シ
テ
約
四
千
ナ
リ
ト
、
其
半
バ
ナ
ル
者
ハ
賽
馬
集
街
道
ニ
退
却
セ
リ
、

我
負
傷
将
校
三
人
下
士
以
下
死
傷
者
七
十
四
名
、
捕
虜
四
、
分
捕
大
砲
四

門
、
敵
ノ
死
体
其
他
ハ
取
調
中

十
一
日
午
后
十
時

桂
中
将
ヨ
リ
ノ
電
報

勾
発

師
団
ノ
前
営
ハ
今
日
（
十
一
日
）
ニ
道
河
口
附
近
ニ
於
テ
敵
ト
突
衝
シ
小

戦
闘
ヲ
成
セ
リ
、
敵
ハ

大
全
西
方
高
地
ヲ
守
備
ス
、
其
他
櫻
溝
附
近
ニ

モ
敵
ノ
砲
兵
現
ハ
ル
、
師
団
ハ
今
夜

勾
ヘ
警
急
舎
営
ヲ
成
ス
、
明
日
此

敵
ヲ
攻
撃
セ
ン
ト
ス

此
日
戦
闘
ニ
於
テ
敵
ハ
歩
兵
三
千
騎
兵
四
百
砲
六
門
ヲ
現
ハ
セ
リ
、
我
負

傷
四
名
死
者
ナ
シ
、
榊
原
参
謀
官
負
傷
、
敵
ノ
死
傷
不
詳
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大
迫
支
隊
ノ
状
景
不
明
ナ
リ

む
す
び
に
か
え
て

今
回
の
『
日
誌
』
の
後
半
は
、
義
州
に
冬
営
し
て
い
た
間
に
見
聞
き
し
た
軍
事

情
報
の
解
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
次
回
は
、
一
二
月
一
二
日
の
析
木
城
攻
撃
作

戦
と
占
領
、
一
三
日
の
海
城
攻
略
作
戦
と
占
領
、
そ
の
後
の
防
衛
な
ど
が
話
題
に

な
り
そ
う
だ
。『
従
軍
日
誌
』
は
、
一
八
九
五
年
二
月
一
四
日
ま
で
書
か
れ
て
お

り
、
あ
と
約
二
ヶ
月
の
記
載
を
解
読
・
解
明
す
る
こ
と
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

（
は
ら
だ

け
い
い
ち

歴
史
学
科
）

二
〇
一
三
年
十
一
月
七
日
受
理

一
二
四

混
成
第
九
旅
団
の
日
清
戦
争
（
４
）（
原
田
敬
一
）


